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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

地域によっては、この機械の使用に当たり、本機のエ
ンジンにスパークアレスタを取り付けることが義務付け
られております。スパークアレスタはオプションとして販
売されています。ご入用の場合は、弊社正規代理店
よりお買い求めください。

トロの純正スパークアレスタは、USDA森林局の適
合品です。

重重重要要要 カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地ななな
どどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、同同同州州州公公公共共共資資資源源源法法法
第第第4442章章章ににによよよりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能すすするるるスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの
装装装着着着、、、まままたたたはははエエエンンンジジジンンンににに対対対しししててて森森森林林林等等等ののの火火火災災災防防防止止止措措措
置置置をををほほほどどどこここすすすここことととががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地
域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままま
すすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈り
機であり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。こ
の製品は、集約的で高度な管理を受けているスポーツ
フィールドや商用目的で使用される芝生に対する刈り込
み管理を行うことを主たる目的として製造されておりま
す。本機は、雑草地や道路わきの草刈り、農業用地に
おける刈り取りなどを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で安全講習や運転
講習の狩猟、アクセサリ情報の閲覧、代理店につい
ての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘

板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための警
告記号 (図 2) を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
これらの製品は製造時点においてANSI B71.4-2004
規格と同等かこれを上回る性能であることが確認され
ています。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人
身事故につながります。事故を防止するため、以下
に示す安全上の注意や安全注意標識のついている遵
守事項は必ずお守りください。これは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警
告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」など、人身の安全に関わる注意事項
を示しています。これらの注意を怠ると死亡事故などの
重大な人身事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997およびANSI
規格B71.4-2004から抜粋したものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能
力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアル や関連する機器のマ

ニュアルをよくお読みください。各部の操作方法や
本機の正しい使用方法に十分慣れておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には芝刈機を操作
させないでください。地域によっては機械のオペ
レータに年齢制限を設けていることがありますの
でご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対に
作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータや
ユーザーが責任を負うものであることを忘れないで
ください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニングを
行ってください。特に以下の点についての十分な指
導が必要です

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注意
点と注意の集中

– 斜面で機体が滑り始めるとコントロールレバー
でで制御することは非常に難しくなること。斜面
で制御不能となるおもな原因は

◊ タイヤグリップの不足、特にぬれた芝の上で

◊ 速度の出しすぎ

◊ ブレーキの不足

◊ 機種選定の不適当

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握して
いなかった

◊ 積荷の重量分配の不適切。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈で滑りにくい靴と長ズボンを着用し

てください。また、裸足やサンダルで機械を運転
しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていない
か、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告燃料は引火性が極めて高い。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を厳
守する。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジンの
運転中やエンジンが熱い間に燃料タンクのふた
を開けたり給油したりしない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。機械
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十
分に拡散するまで引火の原因となるものを近
づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタはしっか
り締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、カッター
アセンブリの目視点検を行ってください。バランスを
狂わせないようにするため、ブレードを交換すると
きにはボルトもセットで交換してください。

運運運転転転操操操作作作
• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行ってくだ

さい。方向を変える前に、後方の安全と旋回方向
の安全を確認してください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切った場
所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行ってくだ
さい。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのクラッ
チをすべて外し、ギアシフトをニュートラルにして
ください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため

– 斜面では急停止・急発進しない

– 斜面の走行中や小さな旋回をする時は十分に
減速する

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
る。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するときは
通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止めてくだ
さい。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に気を付
け、人に向けないようにしてください。また作業中
は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられていない状
態のままで運転しないでください。
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• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。規定以上
の速度でエンジンを運転すると人身事故が起こる
恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させる

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブレー
キを掛ける

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を停止し、
エンジンを止め、キーを抜き取ってください

– 詰まりを取り除くときや排出シュート内部の異
物を除去するとき

– 芝刈機の点検・清掃・整備作業などを行うとき

– 異物をはね飛ばしたとき。芝刈械に損傷がな
いか点検し、必要があれば修理を行ってくださ
い。点検修理が終わるまでは作業を再開しない
でください。

– 機械が異常な振動を始めたとき直ちに点検。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は避
けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故となりま
す。稲光が見えたり雷が聞こえるような場合には機
械を運転しないで安全な場所に避難してください。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチメント
の駆動を止めてください。

• 燃料を補給する時はアタッチメントの駆動を止め、
エンジンを止めてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確認して
ください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分離
してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテリー
の周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホコリなど
が溜まらないようご注意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のために
交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋外で
作業を行ってください。

• 複数のブレードを持つ機械では、手でつのブレード
を回転させると他のブレードも回転する場合があり
ますから注意してください。

• 駐車、保管など芝刈機から離れる際には、カッティ
ングデッキを降下させておいてください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに TORO かかからららののの
おおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていません
が、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全に使用して
いただくために必ずお守りいただきたい事項です。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質である
一 酸化炭素が含まれている。屋内や締め切った場
所ではエンジンを運転しないこと。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティング
デッキの裏側や排出口に手足や髪、衣服を近づ
けないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分がありますの
で、これらの部分に触れないよう注意してください。
保守、調整、整備などの作業は、マシン各部が安
全な温度に下がってから行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけどを引
き起こします。皮膚、目、衣服に付着させないよう
注意してください。バッテリーに関わる作業を行うと
きには、顔や目や衣服をきちんと保護してください。

• この機械は公道を走行する装備をもたない「低速
走行車両」です。公道を横切ったり、公道上を走
行しなければならない場合は、必ず法令を遵守し、
必要な灯火類、低速走行車両の表示、リフレクタな
どを装備してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。バッ
テリーにタバコの火、火花などの火気を近づけな
いでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部品
は必ずトロの純正品をお使いください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用しないで
ください。認可されていないアタッチメントを御使用に
なると製品保証を受けられなくなる場合があります。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作
• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の近

くなどでは芝刈り作業をしないでください。車輪や
ローラが溝などに落ちて機体が転倒すると、最悪
の場合、死亡事故などの重大な事故となる危険
があります。

• 芝草がぬれている時は斜面での芝刈り作業をしない
でください。滑りやすくなっているために走行力が十
分発揮できず、制御できなくなる危険があります。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしないでくだ
さい。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の近
くなどの刈り込みには歩行型芝刈機やハンドトリ
マーをお使いください。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を心がけ
る。
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• 芝刈り現場にに岩や木の幹などの障害物がある場
合には目に付きやすいマークをつけておきましょ
う。深い芝生に隠れて障害物が見えないことがあ
ります。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意しましょ
う不用意に入ると機体が転倒する危険があります。

• 上り坂では急発進しないでください機体が後ろにの
けぞって転倒する危険があります。

• 下り坂では制御不能にならないよう慎重に運転し
てください。重心が前輪側に移動するとスリップを
起こしたり、ブレーキや舵取りができなくなる恐れ
があります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてください。坂
を上れないと分かったら、ブレードの回転を止め、
ゆっくりとバックで、まっすぐに坂を下りてください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカーが指
示するウェイトやカウンタウェイトを必ず搭載して
ください。

• アタッチメントを使用する際には、十分な注意が必
要です。アタッチメントによってマシンの安定性が
変わり、安全限界が変わる場合がありますからご
注意ください。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーにににつつついいいててて
• 運転するときには必ずROPS横転保護バーを立

て、シートベルトを着用してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、練
習しておいてください。

• ROPS を下げた状態では、ROPS による安全保護
は機能しませんからご注意ください。

• 芝刈り現場を下見し、斜面、土手、段差のある
場所などで運転するときは、必ずROPS横転保護
バーを立てて作業してください。

• どうしても必要な場合以外は、ROPS を下げないで
ください。ROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで乗乗乗車車車すすするるる時時時にににははは
シシシーーートトトベベベルルルトトトをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意し、これ
らに機械や頭をぶつけないように注意すること。

エエエンンンジジジンンンかかからららののの排排排気気気ににに関関関わわわるるる
認認認証証証
この機械に搭載されているエンジンは、EPA Tier 4 お
よび stage 3b 規制に適合しています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

g011841

図図図 3
このページをコピーして各個人が利用してください。

1. この機械を安全に使用できる斜度の上限は 15度度度ででですすす。 法面で作業する場合には、まずその法面の傾斜角度をこのスロープチャート
で確認してください。傾傾傾斜斜斜ががが15度度度ををを超超超えええるるる斜斜斜面面面でででははは本本本機機機ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線立ち木、建物、フェンスなどに合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal58-6520

58-6520

1. グリス

decal93-6687

93-6687

1. ここに乗らないこと。

decal93-6696

93-6696

1. 負荷が掛かっている危険オペレーターズマニュアルを読む
こと。

decal93-6697

93-6697

1. 参照オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとにSAE
80w-90API GL-5オイルを
補給すること。

decal93-7818

93-7818

1. 警告ブレードボルト/ナットは115149 N·m 11.815.2 kg.mにト
ルク締めするトルク締めの方法についてはオペレーターズマ
ニュアルを読むこと。

decal98-4387

98-4387

1. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

decal106-5517

106-5517

1. 警告高温部に触れないこと。

decal106-9206

106-9206

1. ホイールトルクの規定値

2. 参照オペレーターズマニュアル。
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decal107-3069

107-3069

1. 警告ROPS を下げると横転に対する保護効果はなくなる。

2. 横転事故の際の怪我や死亡を防止するため、必ず ROPS を
立ててロックし、シートベルトを着用して運転すること。どうし
ても必要なとき以外には ROPS を下げないことROPS を下げ
た状態で乗車する時にはシートベルトを着用しないこと。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと運転はゆっくり慎重に。

decaloemmarkt

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであること
を示す。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal110-8254

110-8254

1. エンジン停止 3. エンジン ― 始動

2. エンジン 作動

decal110-9796

110-9796

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。
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decal112-1461

112-1461

1. ベルトの掛け方

decal117-2718

117–2718

decal117-3276

117-3276

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal117-4979

117–4979

1. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal120-6604

120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。
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decal106-9290

106-9290

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. 作動していない 6. PTO 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告 8. ニュートラル 12. 通電で運転ETR

decal120-9195

120–9195

1. 警告オペレーターズマニュアル を読むこと 必ず講習を受け
てから運転すること。

8. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

2. 刈り込み刃による手足切断の危険周囲の人を十分に遠ざける
こと; 人を乗せないこと。

9. 切

3. 段差を滑り落ちたり転がり落ちる危険段差の近くで刈り込みを
行わないこと速度を出したままで旋回しないこと旋回は必ず
低速で行うこと。

10. 入

4. 転倒の危険ROPS横転保護バーを立てている場合はシートベ
ルトを着用することROPSを下げて運転しているときはシー
トベルトをしないこと。

11. 駐車ブレーキ

5. 異物が飛び出す危険人を近づけないようにし、デフレクタを必
ずセットしておくこと。

12. エンジンの始動—1) 刈り込みデッキのベルトとプーリから刈り
かすを取り除く 2) PTOを解除する 3) ニュートラルにセットす
る 4) 駐車ブレーキを掛ける 5) キーをONにする 6) キーを一杯
に回すとエンジンが始動する。

6. 警告車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、エンジンを停
止し、キーを抜くこと。

13. オペレーターズマニュアルを読むこと。

7. 回転刃で手や足を切断する危険整備を行う前には必ずキーを
抜き取り、オペレーターズマニュアル を読むこと可動部分に近
づかないきとガードやシールドを確実に取り付けておくこと。
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decal120-9196

120-9196

1. 前進 3. 低速 5. 後退 7. 油圧オイルについては オペ
レーターズマニュアル を読
むこと。

2. 高速 4. ニュートラル 6. 牽引用バルブの位置バル
ブは 6.78 ± 1.13 N·m 8.3 ±
1.4 kg.mにトルク締めする
こと。

decal121-3363

121-3363

1. 高速 3. PTOを入れる

2. 低速 4. PTOを解除
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decal125-2747

125-2747

1. 保守関係の情報については オペレーターズマニュアル を読むこと。

decal127-6519

127-6519

1. 移動走行位置 2. 刈高
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – ROPSを立てます。

2 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

3 必要なパーツはありません。 – 油圧オイル、エンジンオイル、冷却液の
量を点検します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

始動キー 1 予備の始動キー

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にご覧ください。

エンジンマニュアル 1 エンジン関係の情報を調べるための資料です。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

オペレータのためのトレーニング資料 ご使用前にご覧ください。

1
ROPSををを立立立てててるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

運転をする前にROPS横転保護システムを立てて確実
に固定してくださいROPSの説明や取扱い方法につい
ては ROPS横転保護バーについて (ページ 22) を参照
してください。

2
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤは空気圧を高く設定して出荷しています。運転前
に正しいレベルに下げてください。適正範囲は後輪が
1,24 bar1.27 kg/cm2、キャスタホイールが 1,72 bar
1.76 kg/cm2 です。
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3
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンを作動させる前に、油圧オイルの量を点

検する 油圧システムを点検する (ページ 63) を
参照。

2. エンジンを作動させる前と後に、エンジンオイル
の量を点検する エンジンオイルの量を点検す
る (ページ 50)を参照。

3. エンジンを作動させる前に、冷却系統を点検す
る 冷却系統を点検する (ページ 55)を参照。

製製製品品品ののの概概概要要要

g020877

図図図 4

1. 駐車ブレーキレバー 4. 走行コントロールレバー

2. 燃料キャップ機体両側 5. 運転席

3. ROPS 6. シートベルト

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動させて運転する前に、運転装置
の名称や場所、操作方法に十分慣れてください図 4
と図 6。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー

前進後退動作および旋回動作をコントロールします。
運転 (ページ 24)を参照してください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキレレレバババーーー

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き出さ
ないよう、必ず駐車ブレーキを掛けてください。レバー
を引き上げると駐車ブレーキがかかります図 5。駐車ブ
レーキを解除するには、レバーを前に倒します。
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g020866

図図図 5

1. 駐車ブレーキレバー

注注注意意意
斜斜斜面面面にににははは駐駐駐車車車しししななないいいこここととと。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動キーには3つの位置があります OFF, ON/Preheat,
STARTです。

g022099

図図図 6

1. 始動スイッチ 3. PTOスイッチ

2. スロットルレバー 4. インフォセンター

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー
エンジンの回転速度を制御します。FAST 側前方へ倒
すとエンジンの速度が上昇します。レバーを SLOW 方
向へ動かすとエンジンの速度が遅くなりますスロットル
の設定位置により、ブレードの回転速度、走行コント
ロールレバーの反応、走行速度が影響を受けます。芝
を刈る時には常にスロットルを FAST 位置にセットしてエ
ンジンを最高速度で回転させてください。

PTOスススイイイッッッチチチ
PTOスイッチは刈り込み刃ブレードの作動と停止を行
います。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーLCDののの使使使いいい方方方
インフォセンター LCD は、マシンの運転状態、不具合
診断など、マシンに関わる様々な情報を表示します図
7。インフォセンターには初期画面スプラッシュ画面とメ
イン画面があります。インフォセンターのどのボタンで
も、押せば初期画面とメイン画面とをいつでも切り替え
ることができ、また、矢印ボタンで選択することによっ
て、希望する項目の内容を確認することができます。

g020650

図図図 7

1. インジケータランプ 3. 中央ボタン

2. 右ボタン 4. 左ボタン

• 左ボタン, メニューアクセス/バック・ボタンこのボタ
ンを押すと、インフォセンターのメニューが表示さ
れます。メニュー表示中にこれを押せばメニューを
終了します。

• 中央ボタンメニューを下向きにスクロールするとき
に使います。

• 右ボタン右向き矢印が表示されたとき、その先にあ
るメニュー項目を見るために使用します。

注注注 各ボタンの機能はメニューの内容によって、変わ
ります。各ボタンについて、その時の機能がアイコ
ンで表示されます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

SERVICE DUE定定定期期期整整整
備備備時時時期期期ででですすす

定期整備時期であることを示します

RPM Engine rpm/status—エンジンの回転
数rpmを表示します

アワーメータ

情報アイコン

静止再生を実施する必要があります

グロープラグが作動中です

オペレータが着席している必要があ
ります

駐車ブレーキ作動表示駐車ブレーキ
が掛かっていることを示します

冷却液温度エンジンの冷却液の温度
を表示します表示単位は、 °C また
は °Fです。

温度高温

禁止または不許可

エンジン始動

停止またはシャットダウン

エンジン

キースイッチ

PIN コード

油圧オイル温度油圧オイルの温度を
表示します。

CAN バス

インフォセンター

不良または故障

電球

TEC コントローラまたはコントロールワ
イヤハーネスからの出力

高許容範囲を超えています

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

高許容範囲に達していません

/
所定範囲外

スイッチ

スイッチを解除する必要があります

表示されているモードに切り換えてく
ださい

表示記号を組み合わ
せた文章が表示されま
す。以下に文章の例を
示します

エンジンの始動許可がおりません。

エンジンをシャットダウンします

冷却液が過熱しています

着席するか駐車ブレーキをかけてく
ださい

メメメニニニュュューーーののの使使使いいい方方方

インフォセンターのメニューにアクセスするには、メ
ニュー画面が表示されているときにメニューアクセスボ
タンを押します。ボタンを押すとメインメニューが表示さ
れます。各メニューにおいてどのような内容が表示され
るかは、以下の表をご覧ください。

メメメイイインンンメメメニニニュュューーー

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Faults不具合 不具合メニューには、最近に
記録された不具合が表示され
ます。不具合メニューおよび
その内容の詳細については、
サービスマニュアルを参照する
か、弊社ディストリビュータにお
問い合わせください。

Service整備 整備メニューでは、使用時間
記録などの情報を見ることが
できます。

Settings設定 設定メニューではインフォセン
ターの表示や機械の設定を変
更することができます。

Aboutマシンについて このメニュー項目では、モデ
ル番号、シリアル番号、ソフト
ウェアのバージョンなどを確認
することができます。
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Service整整整備備備

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Hours運転時間 マシン、エンジン、リール、
およびファンが使用されていた
時間およびマシンが移動走行
していた時間とオーバーヒート
していた時間が記録されてお
り、これらを確認することがで
きます。

Settings設設設定定定

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Units単位 インフォセンターで表示される
項目の単位を選択することがで
きます。ヤードポンド系または
メートル系から選択します。

Language言語 インフォセンターの表示に使う
言語を選択することができます
*。

LCD Backlightバックライト LCD 表示の明るさを調整しま
す。

LCD Contrastコントラスト LCD 表示のコントラストを調整
します。

Protected Menus保護項目 許可された人が PIN コードを入
力してアクセスできます。

* 「オペレータ向け」のメッセージのみが翻訳表示され
ます。故障、整備、診断の画面は「整備士向け」メッ
セージです。タイトルは選択された言語で表示されます
が、本文は英語表示となります。

About マママシシシンンンにににつつついいいててて

メメメニニニュュューーー項項項目目目 名名名称称称

Model マシンのモデル番号を表示し
ます。

SN マシンのシリアル番号を表示
します。

Machine Controller Revisionコ
ントローラ改訂番号

マスターコントローラのソフトウェ
アの改訂番号を表示します。

インフォセンターの改定番号 インフォセンターのソフトウェア
の改訂番号を表示します。

CAN Bus マシン内部の通信状態を表示
します。

Protected Menus保保保護護護項項項目目目
インフォセンターの「整備」メニューで変更可能な項目
は回生Regenerationリクエストです。この設定は「パ
スワード保護メニュー」にあります。

アアアクククセセセススス制制制限限限付付付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセ
ススス
注注注 出荷時に設定されている デフォルト PIN は 0000
または 1234 です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

1. MAINメインメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとSETTINGS設定メニューがありますか
ら、ここで右ボタンを押します図 8。

g028523

図図図 8

2. SETTINGSメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとPROTECTED 保護メニューがあります
から、ここで右ボタンを押します図 9A。

g028522

図図図 9
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3. パスワードを入力するには、中央ボタンを何度か
押して最初の桁へ入力します。その後に右ボタン
を押すと次の桁へ移動します図 9B と図 9C。こ
れを繰り返して最後の桁まで入力を終えたら、
もう一度右ボタンを押します。

4. 中央ボタンを押して PIN コードを登録します図
9D。

インフォセンターの赤ランプが点灯するまで待
ちます。

注注注 インフォセンターが PIN コードを受け付けて保
護メニューが開くと、画面右上の部分に PIN と
いう表示が現れます。

注注注 キーを OFF 位置にし、もう一度ONにすると、保護
メニューがロックされます。

「保護メニュー」の設定内容を閲覧・変更することが
できます。「保護メニュー」にアクセスしたら、下へ
スクロールして「設定を保護」Protect Settingsへ進
みます。右ボタンを使って設定を変更します。Protect
Settings設定を保護をOFFにすると、PIN コードを入
力しなくても、保護メニューの内容を閲覧・変更するこ
とができるようになります。「設定を保護」をONにす
ると、保護されている内容は表示されなくなり、これ
らを閲覧・変更するには PIN コードの入力が必要とな
ります。PIN コードを入力した時は、キースイッチを
OFF にし、もう一度キーを ON にすると、このパス
ワードが記憶されます。

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

モモモデデデルルル 30618
長さ 254 cm

幅後輪 198 cm

高さROPS を立てた時 183cm

高さROPS を下げた時 122cm

ウェイト 1012kg

モモモデデデルルル 30619
長さ 254 cm

幅後輪 191cm

高さROPS を立てた時 183cm

高さROPS を下げた時 122cm

重量モデル 30618 1052kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。 詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
安全についての章に記載されている注意事項をすべて
よく読んでください。オペレータや周囲の人を事故から
守る重要な情報が掲載されています。

危危危険険険
ぬぬぬれれれたたた芝芝芝ののの上上上ややや急急急ななな斜斜斜面面面でででははは、、、スススリリリッッップププなななどどどににに
よよよっっっててて機機機体体体ををを制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

車車車輪輪輪やややロロローーーラララががが溝溝溝なななどどどににに落落落ちちちててて機機機体体体ががが転転転倒倒倒すすするるる
ととと、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合、、、死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな事事事故故故ととと
なななるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

ROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態でででははは、、、ROPS ににによよよるるる安安安全全全保保保
護護護ははは機機機能能能しししななないいい。。。

ROPSははは完完完全全全ににに立立立てててたたた状状状態態態にににセセセッッットトトししし、、、必必必ずずずシシシーーー
トトトベベベルルルトトトととと共共共にににおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

ROPS ににに関関関すすするるる説説説明明明ややや警警警告告告をををよよよくくく読読読んんんででで注注注意意意事事事
項項項ををを守守守るるるこここととと。。。

危危危険険険ををを避避避けけけ、、、転転転倒倒倒事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに

• 段段段差差差ややや溝溝溝、、、池池池ややや川川川ののの近近近くくくなななどどどでででははは作作作業業業しししななないいい。。。

• 傾傾傾斜斜斜ががが20度度度ををを超超超えええるるる斜斜斜面面面でででははは本本本機機機ををを使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを落落落とととししし、、、よよよりりり慎慎慎重重重ななな運運運転転転ををを心心心
がががけけけるるる。。。

• 急急急旋旋旋回回回しししたたたりりり不不不意意意ににに速速速度度度ををを変変変えええたたたりりりしししななないいい。。。

注注注意意意
聴聴聴覚覚覚ををを保保保護護護せせせずずずにににこここののの機機機械械械ををを長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけ
るるるととと聴聴聴覚覚覚障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

目、耳、手、足、頭などの保護具を使用されることを
お勧めします。

g009027

図図図 10

1. 保護めがねを着用すること. 2. 聴覚保護具を着用すること.

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。ままま
たたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症
状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口にににははは
顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、絶絶絶対対対
ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
180 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付
けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中ににに、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花ががが燃燃燃料料料ににに引引引
火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、
やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接置置置
いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器ににに燃燃燃料料料ををを補補補給給給しししななないいい。。。
車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製ののの床床床材材材なななどどど
ががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくくなななるるる
のののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪ををを
地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけれれればばば
いいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかからららでででななな
くくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンクククののの口口口ににに常常常
時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。
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燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
重重重要要要 超超超低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油以以以外外外ののの燃燃燃料料料ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。イイイオオオウウウ分分分ののの多多多いいい燃燃燃料料料ははは、、、DOC排排排ガガガススス酸酸酸化化化触触触媒媒媒ををを
劣劣劣化化化さささせせせ、、、運運運転転転トトトラララブブブルルルををを発発発生生生さささせせせ、、、エエエンンンジジジンンンののの各各各
機機機器器器ののの寿寿寿命命命ををを縮縮縮めめめままますすす。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

• 絶対に、ディーゼル燃料の代わりに灯油やガソリン
を使わないでください。

• 絶対に、灯油やガソリンをディーゼル燃料に混入
しないでください。

• 絶対に、内面に亜鉛メッキされている容器で燃料を
保管しないでください。

• 燃料用添加剤を使用しないでください。

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料

セセセタタタンンン値値値 45 以上

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

燃燃燃料料料表表表

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 地地地域域域

ASTM D975

No. 1-D S15

No. 2-D S15

USA

EN 590 EU 諸国

ISO 8217 DMX 米国外

JIS K2204 Grade No. 2 日本

KSM-2610 大韓民国

• 不純物のない新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料を使用してください。

• 燃料の劣化を避けるため、180日以内に使いきれ
る程度の量を購入するようにしてください。

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

注注注 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流
動点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方が、
燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 ASTM D6751 または
EN14214

ブブブレレレンンンドドド燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様ASTM D975、EN590 または JIS
K2204

重重重要要要 たたただだだししし、、、混混混合合合ささされれれててていいいるるる軽軽軽油油油のののイイイオオオウウウ含含含有有有量量量ははは
極極極低低低レレレベベベルルルででであああるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

以下の注意を守ってお使いください。

• 着色したターフを汚す可能性があります。

• 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が5またはそ
れ以下の製品を使用すること。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検すること。

• バイオディーゼル燃料に切り換えた後に燃料フィル
タが詰まる場合がある。

• バイオディーゼル燃料について、より詳細な情報は
弊社正規代理店におたずねください。

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量

43.5 リットル

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

重重重要要要 左左左右右右ののの燃燃燃料料料タタタンンンクククははは相相相互互互ににに連連連結結結ささされれれててていいいままますすす
ががが、、、左左左右右右ののの量量量ががが同同同じじじににになななるるるのののににに多多多少少少ののの時時時間間間がががかかかかかかりりり
ままますすす。。。燃燃燃料料料ののの補補補給給給ははは平平平らららななな場場場所所所ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。斜斜斜
面面面ででで補補補給給給すすするるるととと、、、低低低いいい側側側のののタタタンンンクククかかかららら燃燃燃料料料がががこここぼぼぼれれれだだだ
すすす危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 斜斜斜面面面ででで燃燃燃料料料タタタンンンクククのののふふふたたたををを開開開けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
燃燃燃料料料ががが流流流れれれ出出出るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。

重重重要要要 左左左右右右ののの燃燃燃料料料タタタンンンクククははは相相相互互互ににに連連連結結結ささされれれててていいいままま
すすすががが、、、左左左右右右ののの量量量ががが同同同じじじににになななるるるのののににに多多多少少少ののの時時時間間間ががが
かかかかかかりりりままますすす。。。燃燃燃料料料ののの補補補給給給ははは平平平らららななな場場場所所所ででで行行行っっってててくくく
だだださささいいい。。。斜斜斜面面面ででで補補補給給給すすするるるととと、、、低低低いいい側側側のののタタタンンンクククかかかららら
燃燃燃料料料がががこここぼぼぼれれれだだだすすす危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 各燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭い
てからキャップを取る。

重重重要要要 斜斜斜面面面ででで燃燃燃料料料タタタンンンクククのののふふふたたたををを開開開けけけななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。燃燃燃料料料ががが流流流れれれ出出出るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. 両方の燃料タンクに、上面から約 25mm下まで
燃料を補給する図 11。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注
意意意すすするるるこここととと。。。
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図図図 11

1. タンクの首の根元

5. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。こぼ
れた燃料はふき取る。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給しておくよ
うにしてください。これにより燃料タンク内の結露を少
なくすることができます。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルについて (ページ
50)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、冷却系統を点検してくだ
さい手順は 冷却系統を点検する (ページ 55)を参照
してください。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してくだ
さい手順は 油圧システムを点検する (ページ 63)を
参照してください。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーにににつつついいいててて

警警警告告告
転転転倒倒倒事事事故故故ののの際際際ののの負負負傷傷傷ややや死死死亡亡亡ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ
ににに ROPS ははは必必必ずずず立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおききき、、、運運運
転転転時時時にににはははシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

まままたたた、、、運運運転転転席席席後後後部部部がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

警警警告告告
ROPS ををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははなななくくく
なななるるる。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

• ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPS ををを
立立立てててるるるこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどどににに注注注意意意ししし、、、
こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

1. 保護バーを降ろすには、ヘアピンコッターを抜
き、スプリングに逆らって保護バーを前に倒し、
ピン2本を引き抜く図 12。

g004639

図図図 12

1. ROPS 3. ヘアピンコッター

2. ピン

2. バーを降ろす(図 13).
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図図図 13

1. ピン 3. 取り付け穴

2. ROPS

3. ピン2本を取り付け、ヘアピンコッターで固定す
る図 12。

重重重要要要 まままたたた、、、運運運転転転席席席後後後部部部がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいい
るるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

4. ROPSバーを立てるには、ヘアピンコッターを外し
て、ピン2本を抜き取る図 12。

5. 横転保護バーを立て、ピン2本で固定し、ピンが
外れないようにヘアピンコッターで固定する図 12。

重重重要要要 ROPS ををを立立立てててててて乗乗乗車車車すすするるるととときききにににははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗るるる時時時ははは、、、
シシシーーートトトベベベルルルトトトををを締締締めめめななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの操操操作作作
停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車ブレー
キを掛けてください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方
1. 走行コントロールレバーをニュートラル固定位置

以外の位置に動かす図 18。
2. 駐車ブレーキレバーを後ろに引き上げて、駐車ブ

レーキを掛ける図 14。

注注注 駐車ブレーキレバーが、確実にセット位置に
保持されていることが必要です。

g020868

図図図 14

1. 駐車ブレーキレバー

警警警告告告
斜斜斜面面面でででははは、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの機機機能能能ががが十十十分分分でででななな
くくく機機機体体体ががが動動動ききき出出出しししててて人人人身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事故故故ををを
起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

法法法面面面ににに駐駐駐車車車すすするるる場場場合合合にににははは必必必ずずず車車車輪輪輪ににに輪輪輪止止止
めめめををを掛掛掛けけけるるるこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方
ブレーキレバーを前に倒して解除する図 15。

g020869

図図図 15

1. 駐車ブレーキレバー

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. ROPS を立ててロックし、運転席に座ってシート

ベルトを締める。
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2. 走行コントロールがニュートラル固定位置にある
ことを確認する。

3. 駐車ブレーキを掛ける 駐車ブレーキの掛け方
(ページ 23)を参照。

4. PTOスイッチをOFF位置にする図 16。

g022121

図図図 16

1. 始動スイッチ 3. PTOスイッチ

2. スロットルコントロール

5. キーを RUN 位置に回す図 17。

g004917

図図図 17

1. 始動スイッチ 3. Run
2. OFF 4. 始動

6. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に回
す。エンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを 15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用すすす
るるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後に
は、一度の始動操作でエンジンが始動できない
場合があります。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを初初初めめめててて始始始動動動すすするるる時時時、、、オオオイイイルルルををを交交交
換換換しししたたた後後後、、、エエエンンンジジジンンン、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンまままたたたはははホホホ
イイイーーールルルモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーホホホーーールルルををを行行行っっったたた後後後ははは、、、ススス

ロロロッッットトトルルルレレレバババーーーををを SLOW 位位位置置置にににセセセッッットトトしししてててエエエンンンジジジンンン
ををを低低低速速速ででで回回回転転転さささせせせたたた状状状態態態ででで、、、前前前進進進おおおよよよびびび後後後退退退走走走
行行行をををそそそれれれぞぞぞれれれ 1-2 分分分間間間行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、昇昇昇
降降降レレレバババーーーやややPTOレレレバババーーーををを操操操作作作しししててて各各各部部部ののの作作作動動動状状状
態態態ををを確確確認認認すすするるる。。。以以以上上上ののの点点点検検検ののの後後後、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止さささせせせ、、、オオオイイイルルルののの量量量、、、漏漏漏れれれややや各各各部部部のののゆゆゆるるるみみみややや不不不
具具具合合合なななどどどがががななないいいかかか、、、さささらららににに点点点検検検すすするるる。。。

注注注意意意
機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部ががが
すすすべべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. PTO スイッチを切り、走行コントロールレバーを

ニュートラル固定位置にセットし、駐車ブレーキ
を掛け、スロットルレバーを SLOW 位置にセッ
トする。

2. キーを OFF 位置に回す図 17。すべての部分が
完全に停止してから運転席を立つ。

3. 輸送や格納保管に際しては、忘れずに始動キー
を抜き取る。

重重重要要要 キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままででで放放放置置置すすするるるととと、、、燃燃燃料料料ポポポンンン
プププやややアアアクククセセセサササリリリががが作作作動動動しししてててバババッッッテテテリリリーーー上上上がががりりりををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっ
てててももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき
取取取るるる。。。

運運運転転転
エンジンの速度1分間の回転数はスロットルコントロー
ルによって制御されています。スロットルコントロール
をFAST位置にすると最も良い性能が得られます。芝
刈り作業を行う時は、必ずスロットルを FAST 位置に
セットしてください。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ははは高高高速速速旋旋旋回回回ががが可可可能能能ななな機機機械械械ででであああるるる。。。確確確実実実
にににコココンンントトトロロローーールルルしししななないいいととと人人人身身身事事事故故故ややや機機機械械械ををを破破破損損損すすするるる
なななどどどののの事事事故故故ををを起起起こここすすす。。。

• 旋旋旋回回回動動動作作作ははは十十十分分分ににに注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

• 小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととすすす
こここととと。。。

1. 駐車ブレーキを解除する 駐車ブレーキの外し
方 (ページ 23)を参照。

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行コントロール
レバーを操作するとエンジンが停止します。
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2. レバーを中央位置ロック解除位置にする。

3. 以下の要領で運転する

• 前方への直進走行両方のレバーをゆっくりと
前に押す図 18。

• 後方への直進走行両方のレバーをゆっくりと
後に引く図 18。

• 旋回両方のレバーを手前に引いて走行速度
を落とし、曲がりたい方向と反対側のレバー
を押す (図 18)。

• 停止するには両方のレバーをニュートラル位
置にします。

注注注 前進後退とも、レバーを遠くへ押す引くほど走
行速度が上がります。

g004532

図図図 18

1. 走行コントロールレ
バーニュートラルロック位置

3. 前進

2. 中央ロック解除位置 4. 後退

停停停止止止
走行を停止するには、走行コントロールレバーをニュー
トラル固定位置にセットし、PTOスイッチを切り、スロッ
トルをSLOW位置にしてからキーをOFF位置に回してエ
ンジンを停止させます。

本機を離れるときには必ず駐車ブレーキを掛けてくださ
い 駐車ブレーキの掛け方 (ページ 23)を参照。また、
忘れずに始動キーを抜き取ってください。

注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運転転転
すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっってててももも
必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの上上上昇昇昇ととと下下下降降降 デデデッッッキキキ昇昇昇
降降降スススイイイッッッチチチををを使使使っっっててて
デッキ昇降スイッチはデッキアタッチメントの上昇と下降
を行うスイッチです図 19。

注注注 このレバーは、エンジンが掛かっていないと使用で
きません。

g020873

図図図 19

1. デッキ昇降スイッチ

• デッキを下降させるには、スイッチを下に押す図
19。

注注注 デッキを下降させると、デッキはフロートアイドル
位置にセットされます。

• デッキを上昇させるには、スイッチを上に押す図
19。
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重重重要要要 デデデッッッキキキががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇下下下降降降しししたたたららら、、、スススイイイッッッチチチかかかららら
手手手ををを離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。スススイイイッッッチチチををを押押押しししつつつづづづけけけるるるととと油油油圧圧圧系系系
統統統ををを損損損傷傷傷さささせせせままますすす。。。

注注注 デッキを上昇位置にロックするには、上昇位置から
さらに 15cm 上昇させ、刈高ストップピンを抜いて 刈り
高を調整する (ページ 34)を参照、ピンを刈高 15cm
の穴に通します(図 43)。

PTOののの操操操作作作方方方法法法
PTOスイッチは刈り込み刃ブレードまたは他のアタッ
チメントの作動と停止を行います。

1. エンジンが冷えている場合には、PTO の操作を
行う前に 510分間程度のウォームアップを行う。

2. 運転席に座った状態で、走行コントロールレバー
にかけている力を抜いてレバーをニュートラル位
置にもどす。

3. PTO スイッチを引くと PTO が作動を開始する
(図 20)。

g022102

図図図 20

1. PTO スイッチ

PTO ををを解解解除除除すすするるる
PTO を解除するには、PTO スイッチを OFF 位置に
します。

刈刈刈りりり込込込みみみ
注注注 エンジンに過大な負荷を掛けるような刈り込みをす
ると、より多くの DPF 再生が必要になります。

1. 作業現場へ移動する。

2. 可能な場合は必ずエンジンをハイアイドルにする。

3. PTOを入れる。

4. 走行ペダルをゆっくりと前進方向に踏み込んで刈
り込み場所に乗り入れる。

5. カッティングユニットの前部が芝刈りの境界内に
入ったところでカッティングユニットを降下させる。

6. ブレードが高速回転を維持して刈りかすが連続的
に排出され、きれいな切り口で芝草がカットされ
るように気を付けて走行する。

注注注 刈り込みを急ぎすぎるとカットの質が低下しま
す。刈り込み速度を下げるか、刈り込みの幅を
狭くしてエンジンの高回転を維持してください。

7. カッティングユニットの後部が芝刈りの境界から出
たところでカッティングユニットを上昇させる。

8. 雨だれ形に旋回して次の列に入る準備を行う。

デデディィィーーーゼゼゼルルル微微微粒粒粒子子子フフフィィィルルルタタタ
DPFののの再再再生生生
DPFは排気系統の一部です。DPFには酸化促進触媒
が入っていて有害ガスを減少させ、すすフィルタが排気
に含まれているすすを取り除きます。

すすがたまってくると、DPF を高温にして再生を行いま
す。溜っているすすを高温によって燃焼させて灰にし、
すすフィルタの詰まりを取り除き、排気ガスが DPF を
通り抜けられるようにします。

すすの蓄積具合は、DPF のバック圧をコンピュータで
監視することによって行っています。バック圧が高くな
りすぎると、通常のエンジンの作動中にすすフィルタ
の中ですすを燃焼させることができなくなります。すす
を DPF にためないようにするには、以下のような注意
が必要です

• エンジンが作動している間は常に DPF のパッシブ
再生が行われていますので、エンジンは可能な限
りフルスロットルで使用して再生を促進するように
してください。

• バック圧が上昇して高くなりすぎると、より強力な再
生アシスト再生やリセット再生が開始され、エンジン
コンピュータがインフォセンターにそれを表示します。

• アシスト再生やリセット再生が終了するまで待ち、
その後にエンジンを停止するようにしてください。

つねに DPF のことを頭に入れて機械の操作や保守整
備を行ってください。通常は、ハイアイドルでエンジン
を使用していれば、DPF の再生に十分な排気温度
が得られます。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを低低低速速速ででで回回回しししててていいいるるる時時時間間間ががが長長長いいいととと、、、すすすすすす
フフフィィィルルルタタタにににすすすすすすがががたたたまままりりりままますすす。。。アアアイイイドドドリリリンンングググややや低低低速速速回回回転転転
でででののの使使使用用用をををででできききるるるだだだけけけ短短短くくくしししままましししょょょううう。。。
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注注注意意意
DPF ののの駐駐駐車車車再再再生生生中中中やややリリリカカカバババリリリーーー再再再生生生中中中ののの排排排気気気ははは
高高高温温温おおおよよよそそそ 600°C (1112°F)ににになななるるる。。。高高高温温温ののの排排排気気気
ははは人人人体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• 排排排気気気系系系統統統ののの周周周囲囲囲ににに可可可燃燃燃物物物ををを放放放置置置しししななないいいこここととと。。。

• 高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる排排排気気気系系系統統統各各各部部部ににに触触触れれれななないいいこここ
ととと。。。

• 排排排気気気管管管ののの近近近くくくににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

DPF へへへのののすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積
• マシンを使用するにつれて、DPF内部のすすフィル

タにすすが蓄積してきます。DPF 内のすすの蓄積
具合は、エンジンのコンピュータが監視しています。

• 蓄積量が一定レベルになると、DPF フィルタの再生
が必要であることをコンピュータが知らせてきます。

• DPF の再生とは、DPF を高温にして内部のすすを
燃焼させて灰にすることを言います。

• 再生メッセージを表示するとともに、コンピュータ
は、すすの蓄積レベルに合わせてエンジンの出
力を落とします。

エエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積ににに関関関しししててて

表表表示示示レレレベベベルルル 不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1エンジ
ン警告

g213866

図図図 21
エンジンを点検

SPN 3719, FMI 16

コンピュータはエンジンパ
ワーを 85に下げる

できるだけ早く停車再生を行う 駐
車再生 (ページ 31)を参照。

レベル 2エンジ
ン警告

g213867

図図図 22
エンジンを点検
SPN 3719, FMI 0

コンピュータはエンジンパ
ワーを 50%に下げる

できるだけ早くリカバリー再生を行
う 回復再生 (ページ 34)を参照。

DPF へへへののの灰灰灰ののの蓄蓄蓄積積積
• 軽い灰は排気管から放出されますが、重い灰は

フィルタ内部に残ります。

• 灰は、再生の結果としてできるものです。よって、
機械の稼働時間が長くなるにつれ、放出されない
灰が蓄積してきます。

• DPF内のすすの蓄積量は、エンジンのコンピュータ
が計算しています。

• すすの蓄積量が所定量に達すると、エンジンのコン
ピュータからインフォセンターへ、灰の蓄積に関す
るアドバイスまたは警告情報が送信されます。

• このアドバイスや警告は、DPF の整備が必要であ
ることを示しています。

• 警告などを表示するとともに、コンピュータは、灰
の蓄積レベルに合わせてエンジンの出力を落とし
ます。

27
 



イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアドドドバババイイイスススおおおよよよびびびエエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジ— Ash Accumulation
表表表示示示レレレベベベルルル アアアドドドバババイイイスススまままたたたははは不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを落落落とととすすす エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1システ
ムアドバイス

g213865

図図図 23
アドバイス番号 #179

なし 100%
インフォセンターにアドバイ
ス番号 #179が表示された
ことを整備士に知らせる。

レベル 2エン
ジン警告

g213863

図図図 24
エンジンを点検

SPN 3720, FMI 16

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 85に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 51)を参照。

レベル 3エン
ジン警告

g213864

図図図 25
エンジンを点検
SPN 3720, FMI 0

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 51)を参照。

レベル 4エン
ジン警告

g214715

図図図 26
エンジンを点検
SPN 3251, FMI 0

エンジン速度が MAX
トルク + 200rpm

コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 51)を参照。

28
 



DPF ののの再再再生生生ののの種種種類類類

マママシシシンンンががが稼稼稼働働働中中中ににに実実実行行行ささされれれるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

パッシブ再生はインフォセンターに表示されない。

パッシブ再生中、DPF は高温の排気を利用して有
害な排気を酸化させ、すすを燃焼させて灰にする。

パパパッッッシシシブブブ マシンの通常運転中エンジン高速回転中または高負
荷回転中に行われる。

DPF のパッシブ再生 (ページ 30)を参照。

インフォセンターにアシストまたはリセット再生アイ

コン が表示された場合には、アシスト再
生が進行中。

アシスト再生中は、コンピュータが吸気スロットルを
調整して排気温度を高める。

アアアシシシススストトト エンジンの低速運転、低負荷運転を行うこと、DPF
のバック圧が高いことをコンピュータが検知すること
が原因で実行される。

DPF のアシスト再生 (ページ 30)を参照。

アシスト再生によってもすすの量を十分に減らすこと
ができない時にのみ実行される。

インフォセンターにアシストまたはリセット再生アイコン

が表示された場合には、再生が進行中。

リセット再生中は、コンピュータが吸気スロットルと燃
料インジェクタを調整して排気温度を高める。

リリリセセセッッットトト

センサー読み値の基準をリセットするために 100 運
転時間ごとに実行される。

リセット再生 (ページ 30)を参照。

マママシシシンンンををを駐駐駐車車車さささせせせててて実実実行行行すすするるる必必必要要要のののあああるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

エンジンの低速運転、低負荷運転を長じ如何行っ
たために、すすが蓄積した場合に行われる。不適
切な燃料やオイルを使用した場合にも行われる場
合がある。

駐車再生は、バック圧の上昇すすの蓄積をコン
ピュータが感知したために要求される。

インフォセンターに駐車再生アイコン が表
示された場合には、実行することが必要。

• リカバリ再生が必要にならないように、できるだ
け早く停車再生を行う。

• 駐車再生に要する時間は 3060 分間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ¼ 以上であることを
確認して行う。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

駐駐駐車車車再再再生生生

駐車再生 (ページ 31)を参照。

インフォセンターにリカバリ再生アイコン
が表示された場合には、実行することが必要。

トロ社代理店に連絡して、リカバリ再生を実行する。

• 駐車再生に要する時間は 4 時間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ½ 以上であることを
確認して行う。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

リリリカカカバババリリリ 駐車再生の要求を無視してマシンの使用を続けた
ために、すすの蓄積量がさらに増加して必要とな
る再生。

回復再生 (ページ 34)を参照。
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DPF のののパパパッッッシシシブブブ再再再生生生
• パッシブ再生は、エンジンの通常運転の一部として

行われます。

• パッシブ再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

DPF のののアアアシシシススストトト再再再生生生

g214711

図図図 27
アシスト/リセット再生アイコン

• インフォセンターに、アシスト/リセット再生アイコン
が表示されます図 27。

• コンピュータが吸気スロットルを調整してエンジンの
排気温度を高めます。

• DPF の再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

• アシスト再生中は、インフォセンターに、 ア
イコンが表示されます。

• アシスト再生中は、出来うる限りエンジンを止めたり
エンジンの速度を落としたりしないでください。

重重重要要要 アアアシシシススストトト再再再生生生ががが終終終了了了すすするるるまままででで待待待ちちち、、、そそそののの後後後ににに
エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 アシスト再生が終了すると、インフォセンター

の アイコンが消えます。

リリリセセセッッットトト再再再生生生

g214711

図図図 28
アシスト/リセット再生アイコン

• インフォセンターに、アシスト/リセット再生アイコン
が表示されます図 28。

• コンピュータが吸気スロットルと燃料噴射とを調整し
てエンジンの排気温度を高めます。

重重重要要要 アアアシシシススストトト再再再生生生やややリリリセセセッッットトト再再再生生生のののアアアイイイコココンンンががが表表表示示示
ささされれれるるる時時時にににははは、、、マママシシシンンンかかからららののの排排排気気気ののの温温温度度度ががが通通通常常常よよよ
りりりももも高高高くくくなななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• DPF の再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで使用してください。

• リセット再生中は、インフォセンターに アイコ
ンが表示されます。

• リセット再生中は、出来うる限りエンジンを止めたり
エンジンの速度を落としたりしないでください。

重重重要要要 リリリセセセッッットトト再再再生生生ががが終終終了了了すすするるるまままででで待待待ちちち、、、そそそののの後後後ににに
エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 リセット再生が終了すると、インフォセンター

の アイコンが消えます。
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駐駐駐車車車再再再生生生

g214713

図図図 29
駐車再生要求アイコン

• インフォセンターに、駐車再生要求アイコンが表
示されます図 29。

• 駐車再生が必要になると、インフォセンターにエン
ジン警告 SPN 3719, FMI 16図 30 が表示され、エ
ンジン出力が 85% にダウンします。

g213866

図図図 30

重重重要要要 2時時時間間間以以以内内内ににに駐駐駐車車車再再再生生生ををを行行行わわわななないいいととと、、、エエエンンンジジジ
ンンン出出出力力力ががが 50% にににダダダウウウンンンしししままますすす。。。

• 駐車再生に要する時間は 3060 分間です。

• 管理者に許可された人が PIN コードを入力して駐車
再生を実施してください。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備

1. 燃料が、少なくともタンクの ¼ 以上あることを
確認する。

2. 車両を屋外の、可燃物から離れた場所に移動
させる。

3. 平らな場所に駐車する。

4. 走行コントロールや走行コントロールレバーが
ニュートラル位置にあることを確認する。

5. カッティングユニット搭載機ではユニットを降下
停止させる。

6. 駐車ブレーキを掛ける。

7. スロットルを低速アイドル位置にセットする。

駐駐駐車車車再再再生生生ののの実実実行行行

注注注 保護メニューのロック解除方法 アクセス制限付きメ
ニューへのアクセス (ページ 18)を参照。

1. 保護メニューにアクセスし、サブメニューのロッ
クを解除する図 31 アクセス制限付きメニューへ
のアクセス (ページ 18)を参照。

g028523

図図図 31

2. メインメニューMAIN MENU画面で、中央ボタンを
押して整備SERVICEメニューへ移動し、右ボタン
で整備SERVICEを選択する図 32。

注注注 インフォセンターのの右上隅に PIN と表示
されます。

g212371

図図図 32

3. 整備メニューSERVICE MENUで、中央ボタンを押
して DPF 再生DPF REGENERATIONへ移動し、
右ボタンでDPF 再生DPF REGENERATIONを選択
する図 33。
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g212138

図図図 33

4. Initiating DPF RegenDPF 再生開始Are you
sure?というメッセージが表示されるので、中央ボ
タンを押す図 34。

g212125

図図図 34

5. 冷却液の温度が 60°C (140°F) 未満の場合に

は、Insure is running and above 60C/140F”
エンジン作動と冷却水を確認と表示される図 35。
インフォセンターの上で冷却水温度を確認し、温
度が 60°C (140°F) になるまでフルスロットルでエ
ンジンを回転させてから中央ボタンを押す。

注注注 冷却液の温度が 60°C (140°F) 以上の場合に
は、この画面は表示されません。

g211986

図図図 35

6. スロットルコントロールを低速アイドル位置にセッ
トして、中央ボタンを押す図 36。

g212372

図図図 36

7. 駐車再生が開始されると、以下のメッセージが
表示される

A. Initiating DPF RegenDPF 再生開始中という
メッセージが表示される図 37。
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g212405

図図図 37

B. Waiting on 待機中というメッセージが表
示される図 38。

g212406

図図図 38

C. 再生を行うかどうかをコンピュータが判断す
る。判断結果は、インフォセンターにメッセー
ジで表示される

• 再生許可の場合には Regen Initiated 再
生を開始しましたと表示。再生が終了す
るまで、最大 30 分間が必要。終了ま
で待つ図 39。

g213424

図図図 39

• 再生不許可の場合には DPF Regen Not
Allowed と表示される図 40。左ボタンを
押してホーム画面に戻る。

重重重要要要 再再再生生生実実実行行行条条条件件件のののすすすべべべてててををを満満満たたたしししててて
いいいななないいい場場場合合合ややや、、、前前前回回回ののの再再再生生生かかからららののの経経経過過過
時時時間間間ががが 50 時時時間間間未未未満満満ののの場場場合合合ははは再再再生生生不不不許許許
可可可とととなななっっっててて DPF Regen Not Allowed ととと
表表表示示示ささされれれままますすす。。。

g212410

図図図 40

8. 再生実行中は、インフォセンターはホーム画面と
なって以下のアイコンが表示される
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エンジン低温—待て

エンジン適温—待て

エンジン高温—再生中~% 終了

9. 駐車再生が終了すると、インフォセンターに
Regen Complete と表示される。左ボタンを押し
てホーム画面に戻る図 41。

g212404

図図図 41

回回回復復復再再再生生生
• この要求インフォセンターに表示されたアイコンを

無視してマシンの使用を続けると、DPF 内部に大
量のすすがたまります。

• リカバリ再生が必要になると、インフォセンターに
エンジン警告 SPN 3719, FMI 16 (図 42) が表示さ
れ、エンジン出力が 85% にダウンします。

g213867

図図図 42

重重重要要要 15分分分以以以内内内ににに駐駐駐車車車再再再生生生ををを行行行わわわななないいいととと、、、エエエンンンジジジ
ンンン出出出力力力ががが 50% にににダダダウウウンンンしししままますすす。。。

• エンジンにパワーがない時や、駐車再生で、DPF
から十分にすすを除去できない場合には、いつでも
リカバリ再生を行ってください。

• リカバリ再生に要する時間は 4 時間程度です。

• リカバリ再生は、弊社正規代理店の整備士が行い
ます。弊社正規代理店に連絡してください。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は、25152mm で、ストップピンの取
り付け穴を変更することにより、6mm 刻みで調整す
ることができます。

1. エンジンを始動し、デッキの昇降スイッチを上に
押してデッキを一番高い位置まで上昇させたらすすす
ぐぐぐにににスススイイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離すすす図 19。

2. 刈高を調整するには、ストップピンについている
ロールピンを回してピンと刈高設定穴のスロットと
が整列したところでピンを抜き取る図 43。

3. 刈高ブラケットについている穴から、希望する刈
高に対応する穴を見つけ、その穴にピンを通し、
ピンを回してロックする図 43。

注注注 穴は全部で4列あります図 43。外周側の列
は、外周部に刻印されている通りの刈高の穴で
す。2 列目の穴は、それぞれ 1 列目プラス 6mm
の刈り高となります。3 列目の穴は、それぞれ 1
列目プラス 12mmの刈り高となります。一番下の
列の穴は、それぞれ 3列目プラス 18mmの刈り高
となります。刈高 158mm だけは例外で、2列目
のはずれにあります。この穴にセットすると 刈高
158mm となります 6mm アップにはなりません。

g020870

図図図 43

1. ストップピン 2. 刈高ストップ
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4. 必要に応じて芝削り防止ローラとスキッドの調
整を行う。

スススキキキッッッドドドののの調調調整整整
刈高 64mm 以上にて使用する場合には、スキッドを下
位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場合に
は、上位置に取り付けます。

注注注 Guardian®デッキの場合、スキッドが磨耗したら、
裏表を反転させて使用することができます。これによ
り、1枚のスキッドをより長く使うことができます。

1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 各スキッドの前部についているねじガーディアン
デッキはスキッド2枚、側方排出デッキはスキッド
1枚を 図 44のようにゆるめる。

g004479

図図図 44

1. ネジ 3. スキッド

2. フランジヘッドボルト 4. ナット

4. 各スキッドからフランジヘッドボルトとナットを外
す。

5. 各スキッドを希望位置に合わせて、フランジヘッド
ボルトとナットで固定する。

注注注 スキッドの調整は、一番上の穴または真ん中
の穴のどちらかで行ってください。一番下の穴
は、ガーディアンデッキで左右を入れ替えて使う
ための穴です裏返した状態で上穴となる。

6. 各スキッドの前部についているねじを 9-11 N.m
にトルク締めする。

後後後部部部芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整
すすするるる
刈高を変更した場合には後部芝削り防止ローラの高さ
の調整を行ってください。

1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 刈高を変更後、ローラのフランジナット、ブッ
シュ、スペーサ、ボルトを外して図 45、ローラの
高さ調整を行う。

g004483

図図図 45

1. フランジナット 4. スペーサ

2. ブッシュ 5. ボルト

3. 芝削り防止ローラ

4. 設定した刈高に一番近い数値の穴を、芝削り防
止ローラの取り付け穴とする図 46。
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g004658

図図図 46

1. 38mm 3. 64mm
2. 51mm 4. 76mm またはそれ以上

5. フランジナット、ブッシュ、スペーサ、ボルトを取
り付ける図 45。
注注注 5461N·m2.42.9kg.m=4045ft/lbにトルク締め
する。

ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
刈高 64mm 以上にて使用する場合には、ローラを下
位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場合に
は、上位置に取り付けます。

1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持する。

4. デッキのローラを固定しているボルトナット類を外
して、ローラの高さを調整する使用するデッキの
タイプに合わせて 図 47 から 図 51 を参照。

g004487

図図図 47
すべてのデッキに共通

1. 前ローラ 2. ローラシャフト

g004926

図図図 48
ガーディアンデッキの場合のみ

1. ボルト 4. ナット

2. 後部デッキ裏側ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ

g004923

図図図 49
ガーディアンデッキの場合のみ

1. ボルト 3. ナット

2. 前部デッキ裏側ローラ 4. ブラケット
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g004925

図図図 50
側方排出デッキの場合のみ

1. ボルト 4. ナット

2. シュート側ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ

g004924

図図図 51
側方排出デッキの場合のみ

1. ボルト 3. デッキ裏側ローラ2本
2. ローラシャフト 4. ブラケット

5. 図 47図 51のように固定する。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの使使使
用用用方方方法法法

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ
安全のために、以下の条件がそろわないとエンジンを
始動できないようになっています。

• 運転席に座っているか駐車ブレーキが掛かってい
る。

• PTOが解除されている。

• 走行コントロールレバーがニュートラル固定位置
にある。

• エンジン温度が規定最高温度未満である。

インタロックシステムはまた、駐車ブレーキを掛けたま
まで走行コントロールレバーをニュートラル固定位置以
外の場所へ動かすとエンジンを停止させます。PTOを
動作させたままで運転席から立ち上がった場合にも、
1秒後にエンジンを停止させます。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロックシステムの
テストをしてください。安全装置が正しく動作しない場
合には直ちに修理が必要です。弊社代理店に連絡
してください。

1. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOをONにし、
エンジンの始動を試みる。

注注注 クランキングしなければ正常。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOをONにし、
走行コントロールレバーの1本を ニュートラル固
定 位置以外の場所に動かしてからエンジンの始
動を試みる。

注注注 クランキングしなければ正常。もう一方のコン
トロールレバーでも同じ点検を行う。

3. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOをOFFにし、
走行コントロールレバーをともに ニュートラル固定
位置にしてエンジンを始動させる。エンジンが作
動している状態で駐車ブレーキを解除し、PTOを
「入」にセットし、運転席からすこし立ち上がる。

注注注 エンジンが 2 秒以内に停止すれば正常であ
る。

4. 運転席に誰もいない状態で、駐車ブレーキを掛
け、PTOをOFFにし、走行コントロールレバーを
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ともに ニュートラル固定 位置にしてエンジンを始
動させる。エンジンが作動している状態で、左右
どちらかの走行コントロールを中央に動かす。

注注注 エンジンが 2 秒以内に停止すれば正常であ
る。もう一方の走行コントロールレバーでも同じ
点検を行う。

5. 運転席に誰もいない状態で、駐車ブレーキを解
除し、PTOをOFFにし、走行コントロールレバー
をともに ニュートラル固定 位置にしてエンジン
の始動を試みる。

注注注 クランキングしなければ正常。

SCM ををを使使使っっったたた故故故障障障探探探究究究

このマシンでは、SCM標準コントロールモジュールが
様々な機能を監視しています。SCM はコントロールパ
ネルの下にあります。サイドパネルカバーを外すとアク
セスできます図 52。サイドパネルカバーを外すには、
左右のラッチを解除して手前に引いてください。

g022100

図図図 52

1. ラッチ 2. サイドパネルのカバー

SCM の表面に配置されている 11個の LED によりシス
テムの状態を確認することができます。また、これらの
うちの7個を使って故障診断を行うことができます。各
LED の表示する内容については図 53を参照してくださ
い。SCM の機能の詳細については、サービスマニュ
アル をご覧ください。サービスマニュアルは弊社正規
代理店にて入手していただけます。

g004927

図図図 53

1. オーバーヒートによるエンジン停止 エンジン温度が危険域に
達したためエンジンを停止した。冷却系統を点検する。

2. オーバーヒート警告 エンジン温度が危険域に達したため芝刈
りデッキを停止した。冷却系統を点検する。

3. オペレータが着席している。.
4. PTOが ON。

5. 駐車ブレーキが掛かっていない。

6. コントロールがニュートラル位置。

7. SCM に電源が入っており、SCM は正常に機能している。

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる

座座座席席席ののの前前前後後後位位位置置置調調調整整整

運転席は前後にスライド調整することができます。体
格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットしてく
ださい。

1. 調整は、レバーを横に動かしてシートのロックを
解除して行う(図 54)。
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g004478

図図図 54

1. バックレスト調整ノブ 3. 腰部サポート調整ノブ

2. 座席サスペンション調整ノブ 4. 前後調整レバー

2. 希望の位置に座席をスライドさせ、レバーから手
をはなせばその位置に固定します。

3. 座席が確実に固定されているのを確認するた
め、前後にゆすってみる。

座座座席席席のののサササスススペペペンンンシシショョョンンン調調調整整整

運転席のアームレストを調整して乗り心地をさらに改善
することができます。一番運転しやすい位置にセット
してください。

運転席に座らずに、座席前部にあるノブを、オペレー
タの体重に合わせてセットします(図 54)。

g004489

図図図 55

1. 座席サスペンション調整ノブ 2. 体重調整ハンドル

バババッッックククレレレススストトトののの位位位置置置調調調整整整

運転席の背当て部分を調整して乗り心地をさらに改善
することができます。すわり心地の一番よい位置に
調整してください。

調整は、右側アームレストの下にあるノブを回して行い
ます(図 54)。

腰腰腰部部部サササポポポーーートトトののの調調調整整整

自分の腰部に合うように、運転席後部を調整するこ
とができます。

調整は、左側アームレストの下にあるノブを回して行い
ます(図 54)。

座座座席席席ラララッッッチチチののの外外外ししし方方方
運転席の下にある油圧システムその他の機器にアク
セスするには、運転席のラッチを外して運転席を前に
倒します。

1. 座席の前後調整レバーを使って、運転席を一番
前の位置にセットする。

2. ラッチを前方に引いて持ち上げるとラッチが外
れる図 56。

g020871

図図図 56

1. シートラッチ

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
重重重要要要牽牽牽引引引すすするるるととと油油油圧圧圧回回回路路路ががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

機機機体体体ををを押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは
1. PTOスイッチを切り、始動キーをOFF位置に回

す。走行コントロールレバーをニュートラル固定
位置にセットし、駐車ブレーキを掛ける。キー
を抜き取る。

2. 運転席を倒す。

3. 各バイパスバルブを左回りに1回転させる図 57。
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注注注 これにより油圧ポンプがバイパスされ、車輪
が自由に回るようになります。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブははは1回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。回回回ししし続続続けけけるるるとととバババルルルブブブががが外外外れれれててて油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが
流流流れれれ出出出てててしししまままいいいままますすす。。。

g004644

図図図 57

1. 右側バイパスバルブ 2. 左側バイパスバルブ

4. 駐車ブレーキを解除して移動を開始する。

通通通常常常運運運転転転へへへののの復復復帰帰帰

各バイパスバルブを右に回転させて手締めするおおよ
そ 8N·m。

注注注 バイパスバルブを締めすぎないように注意してく
ださい。

バイパスバルブを内側に回転させないと走行できま
せん。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
トレーラやトラックへの積み込みは十分に注意して行っ
てください。マシンの左右それぞれに細い歩み板を使
用するのでなく、後タイヤの両外側よりも広い一枚板を
使用してください図 58。機体のフレームの後ろ下部分
左右の後輪の間を後方に延長すると、マシンが後ろに
のけぞるのを防止することができます。車幅をカバーで
きる広い歩み板を使うと、万一マシンが傾いても、歩
み板がフレーム部材を支えるのでマシンが転倒する危
険がありません。広い歩み板を使うことができない場
合には、できるだけ車幅全体をカバーできるように板
の数と置き方を工夫してください。

また、歩み板は、傾斜が15度以下となるような十分に
長いものを使ってください図 58。傾斜がきついと、歩
み板からトレーラやトラックに乗り移る際に機体の一部

が引っかかる恐れがあります。また、後ろに転倒する
危険性も高くなります。I斜面で積み込みを行う場合に
は、トレーラやトラックが谷側になるように、つまり、歩
み板がなるべく水平に近くなるように配置してください。
これにより歩み板の角度を小さくすることができます。ト
レーラやトラックは、できるだけ荷床面が水平になる
ように駐車してください。

重重重要要要 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい転転転
落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板をバックで
下る際には急減速をさけてください。どちらの操作も後
ろに転倒する危険が高くなります。

警警警告告告
トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろへへへののの転転転
倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ死死死亡亡亡事事事故故故ややや
そそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払ううう
こここととと。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ははは幅幅幅ののの広広広いいいももものののををを使使使用用用すすするるるここことととマママシシシンンンののの
左左左右右右そそそれれれぞぞぞれれれににに細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、数数数
枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜面面面ををを
作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

• 地地地表表表面面面かかからららトトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククににに歩歩歩みみみ板板板ををを渡渡渡しししたたた
時時時ののの角角角度度度ががが15度度度ををを超超超えええななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああるるる
のののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危
険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

g000951

図図図 58

1. トレーラ 3. 15度を超えないこと.
2. 幅広の歩み板 4. 幅広の歩み板側面図
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移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき

警警警告告告
公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそれれれぞぞぞれれれののの地地地域域域
ででで定定定めめめららられれれててていいいるるる車車車両両両条条条件件件表表表示示示、、、灯灯灯火火火なななどどどををを満満満たたた
すすすよよようううななな装装装備備備ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやトラッ
クを使用してください。トレーラやトラックには、法令
で定められた灯火類やマークを必ず取り付けてくださ
い。安全に関する注意事項はすべてよく読んでくださ
い。オペレータや周囲の人を事故から守る重要な情
報が掲載されています。

移送に際しての準備

• 車両、ヒッチ、安全チェーン、トレーラなどについ
て、作業に適した装備を行い、それぞれの地域の
交通規則などに適合していることを確認する。

• ブレーキをロックし、車輪に輪止めを掛ける。

• (また、トレーラやトラックに機械を載せて運搬する
場合には、地域の交通規則にしたがって、ロー
プ、チェーン、ケーブルなどで確実に機体を固定し
てください図 59。

g022097

図図図 59

1. 機体前部のロープがけポイ
ント図は左側

2. 機体後部のロープ掛けポ
イント

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは高高高速速速ににに設設設定定定ししし走走走行行行速速速度度度
ををを調調調整整整
芝刈り作業に必要なパワーを十分に引き出すため
に、エンジンは常にスロットル全開のFAST位置で使
用し、コンディションに合わせて走行速度を調整してく
ださい。このコツは、刈り込みブレードへの負荷が大
きくなったら走行速度を遅くして走行に掛かる負荷を下
げてやることです。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向
刈り込みの方向を変えるようにしましょう同じルートで長
期間刈り込むとターフにタイヤマークがついてしまいま
す。また、刈りかすの飛散方向も変わるので自然分解
が促進され、栄養的にも有利です。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度
コンディションに合わせて遅めの走行速度で刈る方がき
れいに刈り上がります。
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刈刈刈高高高ををを下下下げげげすすすぎぎぎななないいい

いままで使っていた芝刈り機よりも広い刈り幅で刈る場
合には、以前の刈り高より少し高目の設定で刈って、
以前と同じ刈高に仕上がるか、凹凸面を削らないか、
確認してください。

適適適切切切ななな刈刈刈高高高ををを選選選択択択すすするるる

一度に切り取る長さは25mm以内に抑えましょう。草丈
の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長期の
密生している芝生では、刈り込み速度を遅くしたり、
刈り高設定をさらに一目盛り上げる必要があるかもし
れません。

重重重要要要 草草草丈丈丈ののの 1/3 以以以上上上ををを刈刈刈りりり取取取るるる場場場合合合ややや、、、長長長くくく伸伸伸びびびたたた
まままばばばらららななな草草草地地地ををを刈刈刈るるる場場場合合合、、、あああるるるいいいははは乾乾乾燥燥燥しししたたた草草草地地地ををを刈刈刈
るるる場場場合合合にににははは、、、空空空中中中ににに舞舞舞うううほほほこここりりりををを減減減らららしししたたたりりり駆駆駆動動動部部部へへへ
ののの負負負荷荷荷ををを減減減らららすすす効効効果果果のののあああるるるフフフラララッッットトトセセセーーールルルブブブレレレーーードドドののの使使使
用用用をををおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。

丈丈丈ののの高高高いいい草草草

芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝を刈る
時は、刈り高を高めに設定して刈りましょう。その後
に通常の刈り高に下げてもう一度刈るときれいに仕上
がります。

マママシシシンンンはははいいいつつつもももきききれれれいいいににに

芝刈り作業が終わったらホースと水道水でカッティング
ユニットの裏側を洗浄してください。ここに刈りかすやご
みが溜まると切れ味が落ち、仕上がりが悪くなります。

火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテリー、
駐車ブレーキ、カッティングユニット、燃料タンクなど
の周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ほこりなどが
溜まらないようご注意ください。 こぼれたオイルや燃
料はふきとってください。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれ
いです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利にして
おきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、ま
た病気にもかかりやすくなります。ブレードの磨耗や破
損を毎日点検してください。必要に応じてブレードを研
磨してください。ブレードが破損したり磨耗したりした場
合には、直ちに交換してくださいトロの純正ブレードを
使ってください。「ブレードの整備」を参照。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 10 時間
• フレーム取り付けボルトのトルク締めを行う。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間 • 刈り込みデッキのギアボックスのオイル交換を行う。

使用開始後最初の 200 時間 • 油圧オイルとフィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 安全装置のテスト
• エンジンオイルの量を点検する。
• 冷却液の量を点検する。
• ラジエターは圧縮空気を吹き付けて清掃してください（水で清掃しないこと）。.
• 油圧オイルの量を点検する。
• 刈り込みブレードを点検する。
• 芝刈りデッキを洗浄する。

50運転時間ごと

• ベアリングとブッシュグリスを補給する（ほこりのひどい場所で使用する場合はより
ひんぱんに）。

• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 芝刈りデッキのブレード駆動ベルトの点検を行う。

100運転時間ごと • ブロアのベルトの張りを点検する。

150運転時間ごと • 芝刈りデッキのギアボックスのオイルを点検する。

200運転時間ごと
• 冷却系統のホースとシールを点検する。亀裂が入っている場合は交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

250運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

400運転時間ごと

• 刈り込みデッキのギアボックスのオイル交換を行う。
• エアクリーナの整備
• 燃料フィルタの水セパレータキャニスタを交換する。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• エンジンの燃料フィルタを交換する。
• 燃料ラインとその接続を点検します。

800運転時間ごと
• 油圧オイルとフィルタを交換する。
• エンジンバルブのクリアランスを調整する。エンジンマニュアルを参照のこと。

1500運転時間ごと • 可動部ホースを交換する。

6000運転時間ごと
• DPF のすすフィルタを分解、清掃、再組立する。 またはエンジンの不具合表示が SPN

3720 FMI 16、SPN 3720 FMI 0またはSPN 3720 FMI 16 の場合は、すすフィルタを清掃する。

2年ごと
• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。まままたたた、、、詳詳詳細細細なななサササーーービビビスススマママニニニュュュ
アアアルルルををを弊弊弊社社社代代代理理理店店店デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタででで販販販売売売しししててていいいままますすす。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

デフレクタが下向きになって
いるか点検する該当機種の
場合。

駐車ブレーキの作動を点検
する。

燃料残量を点検する。

油圧オイルの量を点検する。

エンジンオイルの量を点検
する

冷却液の量を点検する

燃料・水セパレータを点検す
る

エアフィルタのインジケータの
表示を確認する3。

ラジエターとスクリーンの汚
れ具合を点検する

エンジンからの異常音がない
か点検する1。

運転操作時に異音がないか
点検する

油圧ホースに損傷がないか
点検する

オイル類が漏れていないか
点検する

タイヤ空気圧を点検する

計器の動作を確認する。

ブレードのコンディションを点
検する

各グリス注入部のグリスアッ
プを行う2。

塗装傷のタッチアップ塗装を
行う

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

3. インジケータが赤になっていないかどうか。
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要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

decal125-2747

図図図 60
定期整備ステッカー

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーーををを
外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそ
れれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外
すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーー
ナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グリ
スを注入します。通常の使用では 50 運転時間ごとに
ベアリングとブッシュのグリスアップを行います。非常に
厳しい条件下ほこりの多い環境では毎回グリスアップし
てください。ベアリングやブッシュの内部に異物が入る
と急激に磨耗が進行します。車体を水洗いしたときは
整備間隔に関係なく直ちにグリスアップしてください。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッティン
グをきれいに拭く
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2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図 61および図 62にグリスアップ箇所を示します。

重重重要要要 キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルののの車車車軸軸軸部部部分分分のののフフフィィィッッッテテティィィンンングググははは
図図図示示示ささされれれててていいいままませせせんんん。。。こここれれれらららののの部部部分分分にににももも忘忘忘れれれずずずにににグググ
リリリスススををを補補補給給給しししてててくくくだだださささいいい。。。

g004645

図図図 61
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g004646

図図図 62

注注注 不適切な洗車方法はベアリングに悪影響を与えま
す。機体が熱いうちの水洗いは避けてください。また、
高圧の水をベアリングやシールに当てないでください。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッッククク
スススののの潤潤潤滑滑滑
ギアボックスに使用するオイルは SAE 80-90 のギア
用潤滑油です。刈り込みデッキのギアボックスには潤
滑オイルを封入して出荷していますが、使用前および
始業点検表 (ページ 44)で示された時期にオイル量
の点検を行ってください。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススののの潤潤潤
滑滑滑油油油量量量ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 150運転時間ごと

1. マシンとカッティングユニットを平らな場所に駐
車させる。

2. カッティングデッキを 25mmの刈高に降下させる。

3. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

4. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。
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5. フットレストを上げてデッキの上部が見えるよう
にする。

6. ギアボックスの上部についているディップスティッ
ク兼給油プラグ(図 63)を取り、オイルの量が、
ディップスティックについている2本のマークの間
にあることを確認する。

g004502

図図図 63

1. 給油プラグとディップスティック

7. 油量が足りなければディップスティックの2本の
マークの間まで補給する。

注注注 ギアボックスにオイルを入れすぎないこと。ギ
アボックスを損傷する恐れがある。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオ
イイイルルル交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

400運転時間ごと

1. マシンとカッティングユニットを平らな場所に駐
車させる。

2. カッティングデッキを 25mmの刈高に降下させる。

3. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

4. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

5. フットレストを上げてデッキの上部が見えるよう
にする。

6. ギアボックスの上部についているディップスティッ
ク兼給油プラグ図 63を取る。

7. ギアボックス正面の下部についているドレンプラ
グの下にジョウゴと廃油受け容器を置き、ドレン
プラグを外して廃油受けにオイルを回収する。

8. ドレンプラグを取り付ける。

9. 新しいオイルを入れる。適正量はおよそ283 ml
オイル量がディップスティックの2本のマークの
間である。

注注注 ギアボックスにオイルを入れすぎないこと。ギ
アボックスを損傷する恐れがある。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナををを点点点検検検すすするるる
1. エアクリーナ本体にリーク原因となりそうな傷がな

いか点検する。ボディーが破損している場合は
交換してください。

2. 吸気部全体について、リーク、破損、ホースの
ゆるみなどを点検してください。

3. エアクリーナの整備はインジケータ(図 64)が赤
色になっていたら、または 400 運転時間ごと非
常にホコリのひどい場所で使っている場合にはよ
りひんぱんに行ってください。

重重重要要要 エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備のののしししすすすぎぎぎはははかかかえええっっってててよよよくくく
ああありりりままませせせんんん。。。

g004501

図図図 64

1. エアクリーナのカバー 5. エアクリーナのボディー

2. エアクリーナのラッチ 6. エアクリーナのインジケータ

3. ガスケット 7. ゴム製のアウトレット・バル
ブ

4. フィルタ

4. 本体とカバーが正しく、しっかりと密着している
のを確認してください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. ラッチを外側に引いて、カバーを左にひねる図
64。

2. エアクリーナのボディーからカバーを外す(図 64)。
3. フィルタを外す前に、低圧のエア2.76 bar、異

物を含まない乾燥した空気で、1次フィルタとボ
ディーとの間に溜まっている大きなゴミを取り除く。

注注注 このエア洗浄により、フィルタを外した時にホ
コリが舞い上がってエンジン部へ入り込むのを防
止することができる。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィ
ルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれががが
あああるるる。。。

4. 1次フィルタ図 64を取り外して交換する。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを洗洗洗っっっててて再再再使使使用用用しししななないいいここことととフフフィィィルルルタタタ
ののの濾濾濾紙紙紙ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

5. 新しいフィルタに傷がついていないかを点検す
る。特にフィルタとボディーの密着部に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフ ィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

6. カバーの内側に発泡樹脂製のガスケットが正しく
破損せずについていることを確認する(図 64)。

注注注 破損しているガスケットは交換する。

7. フィルタをボディー内部にしっかり取り付ける。エ
レメントの外側のリムをしっかり押さえて確実にボ
ディーに密着させる。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持たたた
ななないいいこここととと。。。

8. カバーについている異物逃がしポートを以下の要
領で清掃する

A. カバーからゴム製の出口バルブを取り外す
図 64。

B. 穴を清掃する。

C. バルブを元通りに取り付ける。

9. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の5:00と7:00の間になるようにカバーを取
り付ける。

10. インジケータ図 64が赤になっている場合はリセッ
トする。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

オオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
以下の条件を満たす、低灰分 low-ashの高品質エンジ
ンオイルを使用してください

• API 規格 CJ-4 またはそれ以上

• ACEA 規格 E6
• JASO 規格DH-2

重重重要要要 API CJ-4 以以以上上上、、、ACEA E6 まままたたたははは JASO DH-2
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用しししななないいいととと DPF ががが詰詰詰まままっっってててエエエンンンジジジンンンををを破破破
損損損しししままますすす。。。

以下の粘度のエンジンオイルを使用してください

• 推奨オイルSAE 15W-40-18℃0°F)
• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または 5W-30

全温度帯

Toro のプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
油油油量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの FULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああ
るるる場場場合合合ははは、、、オオオイイイルルルががが燃燃燃料料料ででで薄薄薄めめめららられれれててていいいるるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

油油油量量量がががFULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああるるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、その
日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えているうち
です。既にエンジンを始動してしまった場合には、一旦
エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間
程度待ってください。油量がディップスティックのADD
マークにある場合は、FULLマークまで補給してくださ
い。オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上限限限
マママーーークククととと下下下限限限マママーーークククののの間間間にににあああるるるよよようううににに管管管理理理しししてててくくくだだださささいいい。。。
多多多すすすぎぎぎてててももも少少少なななすすすぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンににに悪悪悪影影影響響響ががが出出出ままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。エンジンカバーのラッ
チを外す。

2. エンジンカバーを開く。

3. ディップスティックを抜き取り、付いているオイル
をウェスで拭き、もう一度一杯に差し込んで抜き
とる。FULL マークとADDマークの間にあれば
よい図 65。

g020435

図図図 65

1. ディップスティック 2. エンジンオイル・キャップ

4. オイルの量が少ない場合は、補給キャップ図
65を取り、Full とADDの間の位置までオイルを
補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

5. オイルキャップとディップスティックを取り付ける。

6. エンジンカバーを閉じ、ラッチを掛ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量
5.2 リットルフィルタ含む。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと

オイルとフィルタを 250 運転時間ごとに交換します。

1. ドレンプラグ図 66を外してオイルを容器に回収
する。オイルが完全に抜けたらドレンプラグを
取り付ける。

g021890

図図図 66

1. エンジンオイルのドレンプ
ラグ

2. オイルフィルタ
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2. オイルフィルタ図 66を外す。新しいフィルタの
シールに薄くエンジンオイルを塗って取り付 け
る。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

3. クランクケースにオイルを入れる エンジンオイル
について (ページ 50)を参照。

デデディィィーーーゼゼゼルルル酸酸酸化化化触触触媒媒媒DOCとととすすす
すすすフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 6000運転時間ごと またはエンジンの不具合

表示が SPN 3720 FMI 16、SPN 3720
FMI 0またはSPN 3720 FMI 16 の場合
は、すすフィルタを清掃する。

• インフォセンターにADVISORY 179 が表示された場合
は、DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィル
タの整備時期が近づいています。

g213865

図図図 67

• エンジンの不具合として CHECK ENGINE SPN 3251
FMI 0、CHECK ENGINE SPN 3720 FMI 0 またはCHECK
ENGINE SPN 3720 FMI 16がインフォセンターに表示さ
れる場合には図 68、各表示の指示に従ってすす
フィルタを清掃してください

g214715

g213864

g213863

図図図 68

1. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィ
ルタの分解手順は、サービスマニュアル を
参照のこと。

2. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィル
タの交換用パーツや整備については、サー

ビスマニュアルを参照するか、弊社ディスト
リビュータに問い合わせる。

3. きれいなDPFに交換した後には、弊社ディ
ストリビュータに依頼してエンジンのECUをリ
セットする。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
注注注 適切な燃料についての説明は 燃料についての仕様
(ページ 21) を参照のこと。

危危危険険険
軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火
しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引
ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすす
るるる時時時ははは、、、補補補給給給管管管ののの下下下まままでででとととすすするるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

400運転時間ごと

水セパレータ図 69の水抜きは毎日おこなって異物を
除去してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. フィルタキャニスタ下部のドレンプラグをゆるめ、
キャニスタマウント上部にある通気口を開く。

g007367

図図図 69

1. 燃料フィルタ・水セパレータのキャニスタ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. フィルタキャニスタ下部のドレンプラグを締め、
キャニスタマウント上部にある通気口を閉じる。

エエエンンンジジジンンン側側側燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 燃料フィルタのヘッドの周囲をきれいに拭く図 70。

g021576

図図図 70

1. 燃料フィルタのヘッド 2. 燃料フィルタ

2. フィルタを外してフィルタヘッドの取り付け部をき
れいに拭く図 70。

3. フィルタのガスケットにきれいなエンジンオイルを塗
る。より詳細な内容については、このマシンに付
属している エンジンマニュアル をご参照ください。

4. ドライフィルタキャニスタを、ガスケットが取り付
け部に当るまで手でねじ込み、そこからさらに
1/2回転締め付ける。

5. エンジンを始動し、燃料フィルタヘッドの周囲に漏
れがないか点検する。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

燃料タンクは 2 年ごとにタンクを空にして内部を清掃し
てください。また、タンクを空にした場合には、インライ
ンストレーナを取り外して洗浄してください。タンクの清
掃にはきれいな燃料を使用してください。

重重重要要要 燃燃燃料料料系系系統統統ががが汚汚汚染染染ささされれれたたた時時時ややや、、、マママシシシンンンををを長長長期期期にににわわわ
たたたっっっててて格格格納納納すすするるる場場場合合合はははタタタンンンクククををを空空空にににしししててて内内内部部部ををを清清清掃掃掃
しししてててくくくだだださささいいい。。。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

燃料ラインとその接続を点検します。劣化状態を調
べ、破損や割れ、ゆるみが発生していないかを調べ
てください。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行うううととときききははは必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーーケケケーーー
ブブブルルルををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそののの際際際、、、シシショョョーーートトトををを防防防止止止
すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずずマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルををを先先先ににに取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バッテリーの上面をきれいに保持してください。高温環
境下で保管すると涼しい場所で保管するよりもバッテ
リーは早く放電します

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください 清掃後は表面を水で流
して下さい 清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨い
てください磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
格納期間が30日間以上になる場合には、バッテリーを
機体から外して満充電してください。充電終了後は、
機体に取り付けて保管しても、機体から外したままで保
管しても構いません。機体に取り付けた状態で保管す
る場合は、ケーブルを外しておいてください。暖かい場
所ではバッテリーが早く放電するので、保管は涼しい場
所で行うようにしてください。バッテリーを凍結させない
ためには、完全充電しておくことが大切です。完全充
電したバッテリー液の比重は 1.2651.299 になる

ヒヒヒュュューーーズズズののの点点点検検検
ヒューズはコントローラパネルの下に取り付けてありま
す。サイドパネルカバーを外すとヒューズボックスがあ
ります(図 71)。サイドパネルカバーを外すには、左右
のラッチを解除して手前に引いてください。

マシンが作動しなくなったり、電気系統に問題がある
場合にはヒューズを点検してください。ヒューズを1本
ずつ順に取り出し、切れていないかどうかを目視で確
認します。

重重重要要要 ヒヒヒュュューーーズズズををを交交交換換換すすするるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず 同同同じじじタタタイイイプププ、、、
同同同じじじ電電電流流流定定定格格格のののヒヒヒュュューーーズズズををを使使使っっってててくくくだだださささいいいこここれれれををを守守守らららななな
いいいととと電電電気気気系系系統統統ををを破破破損損損さささせせせてててしししまままううう恐恐恐れれれがががああありりりままますすす各各各
ヒヒヒュュューーーズズズののの役役役割割割ととと電電電流流流定定定格格格にににつつついいいてててはははヒヒヒュュューーーズズズボボボッッックククススス
ののの隣隣隣ににに貼貼貼りりり付付付けけけてててあああるるるススステテテッッッカカカーーーををを参参参照照照図図図 72。。。

注注注 ヒューズが何度も飛ぶ場合には、その電気回路の
どこかにショートが発生していることが考えられますので
専門の整備士に整備を依頼してください。
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図図図 71

1. ラッチ 2. サイドパネルのカバー

decal110-9796nc

図図図 72

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

前後のタイヤとも規定値に調整して運転してくださ
い。適正範囲は後輪が 1.24 bar、キャスタホイール
が 1.72 bar です。空気圧そろっていないと均一な刈
高になりません。測定はタイヤが冷えている状態で行
うのがベストです。

g001055

図図図 73

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの交交交換換換
1. 代理店から、新しいキャスタホイールアセンブ

リ、コーンベアリング、およびベアリングシール
を入手する。

2. キャスタホイールアセンブリをキャスタフォークに
保持しているボルトからロックナットを外す図 74。
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図図図 74

1. ナット 6. スペーサ

2. ベアリングスペーサ 7. キャスタホイール

3. 外側ベアリングシール 8. アクスルボルト

4. コーンベアリング 9. キャスタフォーク

5. 内側ベアリングシール

3. キャスタホイールをしっかりと握り、ボルトをフォー
クまたはピボットアームから抜き取る。

4. 古いキャスタホイールとベアリングは破棄する。

5. コーンベアリングにグリスをパックし、ベアリング
とシールをホイールハブに入れ、図 74に示すよう
にキャスタホイールを組み付ける

6. ベアリングとホイールハブにスペーサを通し、2つ
のベアリングの間でスペーサをハブの中に閉じ込
めるようにセットする。

重重重要要要 シシシーーールルルのののリリリッッップププををを内内内側側側ににに折折折りりり込込込まままななないいいよよようううににに
注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. キャスタホイール・アセンブリをキャスタフォークに
取り付け、ボルトとロックナットで固定する。

8. ホイールが自由に回転できなくなるまで締め付
け、そこから自由回転できるギリギリのところまで
戻す。

9. グリスガンを使って、キャスタホイールのグリス注
入部に、No.2汎用リチウム系グリスを注入する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ををを浴浴浴びびびたたたりりり、、、高高高温温温のののラララジジジエエエタタターーー
部部部分分分ににに触触触れれれたたたりりりすすするるるととと大大大火火火傷傷傷をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいいうううちちちはははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開けけけ
ななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、15分分分間間間ほほほどどどまままっっっ
ててて、、、ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら取取取
りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーややや周周周囲囲囲ののの高高高温温温部部部分分分ににに触触触れれれななないいいよよよううう
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
回回回転転転中中中のののフフファァァンンンややや駆駆駆動動動ベベベルルルトトトははは人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因
とととなななるるる。。。

• マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず所所所定定定のののカカカバババーーー
ををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

• 手手手、、、指指指、、、衣衣衣服服服なななどどどををを、、、フフファァァンンンやややベベベルルルトトトににに近近近づづづけけけ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 保保保守守守作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、始始始動動動
キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

注注注意意意
冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと危危危険険険ででであああるるる。。。

• 冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲んんんででではははななならららななないいい。。。

• 冷冷冷却却却液液液ははは子子子供供供やややペペペッッットトトががが触触触れれれななないいい場場場所所所ににに保保保管管管
すすするるるこここととと。。。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

ラジエターの冷却液はは水とエチレングリコール不凍
液の50/50 混合液です。毎日の作業前に、補助タン
クで冷却液の量を点検してください。冷却システムの
容量は 7.5 リットルです。

1. 液量の点検は補助タンクで行う(図 75)。
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注注注 タンク側面についている2本のマークの間にあ
れば適正である。

g022120

図図図 75

1. 補助タンク

2. 液量が不足している場合には補助タンクに補給
する。

重重重要要要 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

ラララジジジエエエタタターーーののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1500運転時間ごと

200運転時間ごと

2年ごと

オーバーヒートを防止するため、ラジエターは常にきれ
いにしておいてください。ほこりやよごれの多い場所で
使用している場合には、より頻繁な清掃が必要です。

注注注 オーバーヒートのためにデッキやエンジンが停止し
た場合には、まずラジエター部分にゴミがたまっていな
いかを点検してください。

ラジエターは以下の要領で清掃します

1. フードを開ける。

2. ラジエターのファン側から低圧3.5bar程度の圧縮
空気を吹き付けてゴミを吹き飛ばす水洗いしない
こと。次に、機体前側から吹き、さらにもう一度
ファン側から吹いて清掃する。

重重重要要要 ラララジジジエエエタタターーーののの表表表面面面ののの清清清掃掃掃にににははは水水水ををを使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

3. ラジエター本体がきれいになったらベース部を清
掃し、溝にたまっているゴミを取る。

4. フードを閉じる。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののイイインンンタタタロロロッッックククススス
イイイッッッチチチののの調調調整整整
1. 停車し、デッキ昇降スイッチを操作してニュート

ラル固定位置にし、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

2. 前パネルを止めているボルトを外して前パネルを
外す(図 76)。

g020875

図図図 76

1. ボルト

2. コントロールパネル

3. 駐車ブレーキのインタロックスイッチを取り付けブラ
ケットに固定しているジャムナット2個をゆるめる。

g012074

図図図 77

1. ブレーキシャフトセンサー 3. 駐車ブレーキのインタロッ
クスイッチ

2. ジャムナット 4. 3.9mm

56
 



4. ブレーキシャフト・センサーとインタロックスイッチの
プランジャとの距離が 3.9mmになるように、スイッ
チの位置を上下させて 図 77のように調整する。

注注注 ブレーキシャフトセンサーがスイッチのプラン
ジャに接触しないことを確認してください。

5. スイッチのジャムナットを固定する。

6. 以下の要領で調整を確認する

A. 駐車ブレーキが掛かっていることを確認し、
運転席に座らずにエンジンを始動する。

B. 走行コントロールレバーをニュートラル固定
位置以外の位置に動かす。

注注注 エンジンが停止すれば調整は適切であ
る。停止しない場合は調整を点検し、必要
な微調整を行う。

7. 前パネルを取り付ける。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

プーリとプーリとの中間部を 40N約4.5kg の力で押した
時に、10mm 程度のたわみがあれば適正です。

たわみが10mm程度でない場合は、以下の調整を行う

1. オルタネータの取り付けボルトをゆるめる図 78。

g020537

図図図 78

1. 取り付けボルト 2. オルタネータ

2. 適当な張りに調整してボルトを締める。

3. もう一度ベルトのたわみを点検し、適切に調整さ
れたことを確認する。

ブブブレレレーーードドド駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

ブレードを駆動しているベルトはスプリング付きのアイド
ラで張りを調整しており、非常に耐久性が高く、長期
間にわたって使用することができます。しかし長期間
のうちに必ず磨耗が現れてきます。磨耗の兆候として
はベルト回転中にキシリ音が発生する、刈り込み中の
ブレードがスリップする、ベルトの縁がほつれている、
焼けた跡がある、割れがある、などです。これらの兆
候を発見したらベルトを交換してください。

1. 刈り込みデッキを希望の25mmの刈高にセット
し、スロットルレバーをSLOWにセットし、エンジ
ンを停止させ、駐車ブレーキを掛け、始動キー
を抜き取る。

2. カッティングユニットからベルトカバーを外して脇
に置く。

3. バールなどの工具を使って上ベルト用アイドラ
プーリ()をベルトから引き離してベルトの張りを
なくす図 79。
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図図図 79

1. 上ベルト 3. 下ベルト

2. 上ベルト用アイドラプーリ 4. 下ベルト用アイドラプーリ

4. バールなどの工具を使って下ベルト用アイドラ
プーリ()をベルトから引き離してベルトの張りを
なくす図 79。

5. 図 79のように、ギアボックスプーリ、下ベルト用
スピンドルプーリ、アイドラプーリに新しいベル
トを回しかける。

6. 図 79のように、上ベルト用スピンドルプーリとアイ
ドラプーリアセンブリに新しいベルトを回しかける。

7. ベルトカバーを取り付ける。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーのののニニニュュューーー
トトトラララルルルイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの
調調調整整整
1. 停車し、デッキ昇降スイッチを操作してニュート

ラル固定位置にし、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

2. 前パネルを止めているボルトを外して前パネルを
外す(図 80)。

g020875

図図図 80

1. ボルト

2. コントロールパネル

3. インタロックスイッチを固定しているねじ2本を取り
外す図 81。
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図図図 81

1. コントロールレバー 3. ねじ

2. ニュートラルインタロックス
イッチ

4. 0.41mm

4. コントロールレバーをフレームに押し付けた状態
でスイッチをレバーの方へ移動させて、図 81のよ
うにレバーとスイッチボディとの距離を 0.41mm
に調整する。

5. スイッチを固定する。

6. 反対側のレバーについても、上記手順35を行う。

7. 前パネルを取り付ける。

コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーのののニニニュュューーートトト
ラララルルルリリリタタターーーンンンののの調調調整整整
走行コントロールレバーを握って後退位置から手をはな
してもニュートラル位置に正確に戻らない場合には、調
整が必要です。各レバー、スプリング、ロッドを個別に
調整してください。

1. PTO スイッチを切り、コントロールレバーをニュー
トラル固定位置にセットし、駐車ブレーキを掛け
る。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 前パネルを止めているボルトを外して前パネルを
外す(図 82)。

g020875

図図図 82

1. ボルト

2. コントロールパネル

4. コントロールレバーをニュートラル位置にするロロロッッッ
ククク位位位置置置にににはははしししななないいい図 84。

5. クレビスピンピボットシャフトの上のアームについ
ているがスロットの端部に接触するスプリングに
圧力が掛かり始める位置まで、図 83のように
レバーを手前に引く。

g004651

図図図 83

1. クレビスピン 4. 調整ナット

2. スロット 5. ヨーク

3. ジャムナット

6. コントロールレバーと、コンソールのノッチとの位
置関係を見る(図 84)。

注注注 レバーがノッチの中心に整列しており、レバー
を外側に倒せばニュートラル固定位置にセットさ
れる状態であれば適切である。
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図図図 84

1. ニュートラル位置 2. ニュートラルロック位置

7. 調整が必要な場合は、ジャムナットをゆるめて
調整ナットをヨーク側に移動できるようにする(図
83)。

8. コントロールレバーを軽く手前後退側に引きなが
ら、調整ボルトを回して、コントロールレバーが
ちょうどニュートラル固定位置にくるように調整
する(図 83)。

注注注 レバーに後退側の力を掛け続けることにより、
ピンがスロットの終端部に保持され、調整ボルト
でレバーを適切な位置に動かすことができます。

9. ナットとジャムナット図 83を締め付ける。

10. 反対側のコントロールレバーについても、上記手
順49を行う。

11. 前パネルを取り付ける。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調
整整整
この調整は、駆動輪を回転させながら行う必要があ
ります。

危危危険険険
機機機械械械式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

• マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずジジジャャャッッッキキキススス
タタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキだだだけけけででで支支支えええてててはははななならららななないいい。。。

警警警告告告
こここののの調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要
がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険
ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどににに近近近づづづけけけななな
いいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. 駆動輪が自由に回転できるように、安定した
ジャッキスタンドでフレームを支える。

2. 運転席を一番前の位置に移動し、ラッチを外して
シートを前方に倒す。

3. 運転席の安全スイッチから電気コネクタを外す。

4. ワイヤハーネスのコネクタに、ジャンパ線を取
り付ける。

5. エンジンを始動し、スロットルレバーを FAST と
SLOW の中間にセットし、駐車ブレーキを解除
する。

注注注 どんな調整を行う場合でも、走行コントロー
ルレバーはニュートラル固定位置にセットしてお
いてください。

6. 機体の片側で、その側の車輪が停止またはわず
かに後退側に回転するように、ポンプロッドの長さ
を調整する六角シャフトを回して調整する図 85。

60
 



g004488

図図図 85

1. 右側ポンプロッド 5. ジャムナット

2. 左側ポンプロッド 6. 六角ナット

3. ボールジョイント 7. ボールジョイント

4. ボルト

7. 走行コントロールレバーを前進方向、後退方向に
操作し、ニュートラル位置に戻す。

注注注 車輪が回転を停止、またはわずかに後退方
向に回転していればよい。

8. スロットルレバーをFAST位置にセットする。

注注注 車輪が回転しないこと、もしくはごくわずか
だけ逆転することを確認する。必要に応じて調
整する。

9. マシンの反対側でも 6 8 の作業を行う。

10. ボールジョイント部でジャムナット(図 83) を締め
つける。

11. スロットルレバーを SLOW 位置に戻し、エンジン
を停止する。

12. ワイヤハーネスのコネクタからジャンパ線を外し、
コネクタを元通りにシートスイッチに接続する。

警警警告告告
ジジジャャャンンンパパパ線線線ををを取取取りりり付付付けけけたたたままままままでででははは、、、安安安全全全ススス
イイイッッッチチチががが正正正しししくくく機機機能能能しししななないいい。。。

• 調調調整整整後後後ははは忘忘忘れれれずずずににに、、、ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススのののコココ
ネネネクククタタタかかからららジジジャャャンンンパパパ線線線ををを外外外ししし、、、コココネネネクククタタタををを
元元元通通通りりりにににシシシーーートトトスススイイイッッッチチチににに接接接続続続すすするるる。。。

• ジジジャャャンンンパパパ線線線ををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態シシシーーートトトスススイイイッッッ
チチチをををバババイイイパパパスススさささせせせたたた状状状態態態ででで絶絶絶対対対ににに運運運転転転ししし
てててはははななならららななないいい。。。

13. 運転席を元通りに戻す。

14. ジャッキスタンドを外す。

最最最高高高走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整
1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー

トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 前パネルを止めているボルトを外して前パネルを
外す(図 86)。

g020875

図図図 86

1. ボルト

2. コントロールパネル

4. 左右どちらかのコントロールレバーで、ストップボ
ルトについているジャムナットをゆるめる(図 87)。
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図図図 87

1. ストップボルト 3. ジャムナット

2. コントロールレバー 4. 1.5mm

5. ストップボルトを一番内側まで締めるコントロール
レバーから逃げるように。

6. コントロールレバーを一番前まで倒し、その位置
に保持する。

7. ストップボルトの頭とコントロールレバーとの間に
1.5mm の隙間ができるように、ストップボルトを
調整するコントロールレバー側へ出す。

8. ジャムナットを締めて調整を固定する。

9. 反対側のコントロールレバーについても、上記手
順48を行う。

10. 前パネルを取り付ける。

注注注 最高走行速度を下げたい場合には、上記の調整を
行った後、希望する最高速度でコントロールレバーがス
トップボルトに当たるように、各ストップボルトを同じ長さ
だけコントロールレバー側に突き出させてください実際
に走行させて何度か実験する必要があるでしょう。左右
のコントロールレバーを前進方向に一杯に倒したとき、
機体が旋回せずにまっすぐに走行することを確認してく
ださい。ストップボルトが左右で等しく調整されていない
と機体が旋回しますその場合には再調整が必要です。

トトトラララッッッキキキンンングググののの調調調整整整
1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー

トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. コントロールレバーを固定しているボルトをゆる
める(図 88)。

g004919

図図図 88

1. コントロールレバー 3. ボルト

2. コントロールレバー用の支
柱

4. 一人がコントロールレバーの支柱レバーではなく
て支柱2本ともを前方向いっぱいまで倒して最高
速度位置にし、その位置で保持する。

5. この状態で、左右のコントロールレバーが整列す
るように調整し、ボルトを締めて、各レバーをポ
ストに固定する図 89。
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図図図 89

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備
油圧オイル溜めに 4.7 リットルの高品質のトラクタ用ト
ランスミッションオイルを満たして出荷しています。推
奨オイルの銘柄を以下に示します

Toro プププレレレミミミアアアムムムトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン/油油油圧圧圧トトトラララクククタタタオオオイイイルルル (19 リッ
トル缶または208 リットル缶。パーツカタログまたは代理店
でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない
場合は、Mobil® 424 油圧作動液を使用することが
できます。

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねます。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
44-2500。ご注文はトロ社の代理店へ。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

初めての運転の前に必ず油量を確認し、その後は毎
日点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. コントロールレバーをニュートラル固定位置にセッ
トし、エンジンを始動する。

注注注 エンジンをできるだけ低い rpm で回してシステ
ム内のエアをパージする。

重重重要要要 PTO ははは作作作動動動さささせせせななないいいこここととと。。。

3. デッキを上昇させて昇降シリンダが伸びた状態と
し、エンジンを停止し、キーを抜き取る。

4. 運転席を倒して油圧オイルタンクの点検ができる
ようにする。

5. 油圧オイル給油口からキャップを取る図 90。
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図図図 90

1. ディップスティック 2. 補給口キャップ

6. ディップスティックを抜きウェスで一度きれいに
拭く(図 90)。

7. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの量を
点検する図 90。

注注注 オイルの量がディップスティックのノッチ範囲よ
り少なければ、適切な高品質油圧オイルを補給
する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

8. ディップスティックを元に戻し、キャップを取り付け
て手で軽く締め付ける。

9. オイル洩れがないかホース部と接続部をすべて
点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. 油圧オイルタンクとトランスミッションケースの下に
オイルを受ける大型の容器を置き、それぞれのド
レンプラグを外してタンク内のオイルを完全に排
出、回収する(図 91)。

g004652

図図図 91

1. 油圧オイルタンクのドレン
プラグ

3. トランスミッションケースの
ドレンプラグ

2. フィルタ

4. 油圧オイルフィルタの取り付け部周辺をきれいに
拭いてフィルタを取り外す(図 91)

5. すぐに新しいオイルフィルタを取り付ける。

6. 油圧オイルタンクとトランスミッションのドレンプラ
グを取り付ける。

7. オイルを適正レベルまで補給する 油圧システムを
点検する (ページ 63)を参照。

8. エンジンを始動し、オイル漏れがないか点検す
る。

9. エンジンを約5分間運転した後、エンジンを停
止する。

10. 2分後、油圧オイルの量を点検する 油圧システ
ムを点検する (ページ 63)を参照。
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刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守
警警警告告告

ジジジャャャッッッキキキのののみみみででで機機機体体体ををを支支支えええてててデデデッッッキキキののの下下下ででで作作作業業業ををを
行行行うううととと、、、ジジジャャャッッッキキキががが倒倒倒れれれるるるなななどどどしししたたた場場場合合合にににデデデッッッキキキののの
下下下敷敷敷きききににになななっっってててきききわわわめめめててて危危危険険険ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる。。。

機機機体体体とととデデデッッッキキキをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた時時時ははは、、、少少少なななくくくととと
ももも2台台台のののスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

注注注意意意
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの上上上面面面ににに、、、デデデッッッキキキとととフフフレレレーーームムムををを接接接続続続
すすするるるリリリンンンクククがががあああるるる。。。こここれれれらららのののリリリンンンクククにににはははスススプププリリリンンングググ
ががが取取取りりり付付付けけけてててああありりり、、、力力力ががが掛掛掛かかかっっっててていいいるるる(図図図 92)。。。リリリ
ンンンクククををを外外外すすすとととスススプププリリリンンングググののの力力力でででリリリンンンクククががが動動動ききき、、、手手手指指指
ををを負負負傷傷傷すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

フフフレレレーーームムムかかかららら注注注意意意深深深くくくデデデッッッキキキををを外外外ししし、、、リリリンンンクククををを安安安全全全
ににに確確確保保保ししし、、、そそそののの後後後にににリリリンンンクククをををフフフレレレーーームムムかかかららら外外外すすすよよよ
うううにににすすするるるこここととと。。。

g004920

図図図 92

1. リンク 2. トーションスプリング

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれ
いです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利にして
おきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、ま
た病気にもかかりやすくなります。

ブレードの磨耗や破損を毎日点検してください。必要
に応じてブレードを研磨してください。ブレードが破損
したり磨耗したりした場合には、直ちに交換してくださ
い純正ブレードを使ってください。

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換しししててて
くくくだだださささいいい。。。

ブレードは 8 運転時間ごとに点検します。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備ののの準準準備備備
1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー

トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する図 93。

注注注 刃先部分が鋭利でなかったり、打ち傷がある
場合には、ブレードを外して研磨する。 ブレード
の取り外し (ページ 67)と ブレードの研磨 (ページ
67)を参照。

2. ブレードを点検、特に立ち上がりの湾曲部図
93をていねいに点検する。

注注注 破損、磨耗、割れの発生などがあれば、直
ちに新しいブレードに交換する図 93。
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g004653

図図図 93

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 立ち上がり部分 4. ひび

危危危険険険
ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドののの
セセセーーールルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすす
るるる。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最終終終的的的にににははは
ブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの下下下かかかららら飛飛飛びびび
出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人ににに重重重大大大
ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期
的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを元元元ににに戻戻戻そそそうううとととしししたたたりりり、、、
欠欠欠けけけややや割割割れれれののの出出出たたたブブブレレレーーードドドををを溶溶溶接接接ででで修修修理理理
しししたたたりりりしししななないいいこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー

トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. ブレードが前後方向を指すように回転させる(図
94)。

注注注 Aの位置で(図 94)、平らな床面からブレード
の刃先までの高さを測る。測定値を記録する。

g004633

図図図 94

1. ここ平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さを測る.

2. A の位置

4. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を前に
向ける。

5. 同じ位置で上記3と同じ要領で平らな床面からブ
レードの刃先までの高さを測る。

注注注 上記手順3と4で記録した2つの測定値が 3mm
の差の中に収まっていれば適正である。この差
が 3mm を超える場合には、そのブレードが変形
しているので交換する ブレードの取り外し (ページ
67)と ブレードの取り付け (ページ 67)を参照。

警警警告告告
曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部がががデデデッッッ
キキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけがががをををさささ
せせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな事事事故故故ののの
もももととととととなななるるる。。。

• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは直直直ちちち
ににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

• ブブブレレレーーードドドのののエエエッッッジジジややや表表表面面面ににに、、、絶絶絶対対対ににに割割割れれれ
目目目ややや切切切れれれ目目目をををつつつけけけななないいいこここととと。。。
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ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいものと
交換してください。いつも最高の性能を維持し、安全を
確保するために、交換用の刈り込み刃ブレードは必ず
の純正部品をご使用ください。他社のブレードを使用す
ると安全規格に適合しなくなる可能性があります。

警警警告告告
鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる危危危険険険ががが
あああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり扱扱扱うううととときききははは丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををすすするるるかかか、、、刃刃刃
先先先部部部分分分厚厚厚いいい布布布なななどどどでででしししっっっかかかりりりととと覆覆覆うううこここととと。。。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使ってブ
レードの端部をしっかり握る。

2. スピンドルのシャフトからブレードボルト、芝削り
防止プレート、ブレードを取り外す図 97。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨中中中にににブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが割割割れれれるるるなななどどどししし
ててて飛飛飛びびび出出出すすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを研研研磨磨磨すすするるるととときききにににははは適適適切切切ななな保保保護護護めめめがががねねね
ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

1. ブレードは、左右の刃先部分を研磨する図 95。

注注注 刃先の角度を変えないように注意すること。
左右を同じだけ削るようにすればバランスが狂
わない。

g000276

図図図 95

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレードバランサーを使ってバランスを調べる図
96。

注注注 ブレードが水平に停止すればバランスがとれ
ているからそのまま使用してよい。もし傾くような
ら、重い方の裏面を少し削って調整する図 97。
バランスがとれるまで調整する。

g000277

図図図 96

1. ブレード 2. バランサー

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ
1. スピンドルシャフトにブレードを取り付ける図 97。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側セセセーーールルル部部部がががカカカッッッテテティィィ
ンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででで
すすす。。。

2. 芝削り防止プレートとブレードボルトを取り付け
る図 97。

g004480

図図図 97

1. スピンドル 3. 芝削り防止プレート

2. ブレードの立ち上がりセー
ル部

4. ブレードボルト
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3. 各ブレードボルトを 115-150 N·mにトルク締め
する。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののミミミスススマママッッッチチチををを
修修修正正正すすするるる
刈り幅全体に均一に刈れない場合には以下の手順
で修正してください

1. 平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、スロット
ルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジンを停
止し、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

3. トラクションユニットの前後のタイヤの空気圧を点
検・調整する タイヤ空気圧を点検する (ページ
54)を参照。

4. ブレードの変形を調べる

5. カッティングユニットの上部からカバーを外す。

6. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

7. 床面からブレードの切っ先までの高さを測る。

8. デッキのヨーク/チェーンをデッキに固定している
ジャムナットを調整してデッキを水平にする。

g004497

図図図 98

1. チェーン 3. ジャムナット

2. ヨーク 4. デッキ

ブブブレレレーーードドドのののピピピッッッチチチををを調調調整整整すすするるる
ブレードのピッチとは、ブレードを前後方向に向けたと
きのブレードの前後における床からの高さの差を言いま
す。ブレードのピッチを約 8mm に調整する。 ブレード
の後端が前端よりも 8mm 高ければ適正である。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、スロット
ルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジンを停
止し、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

3. まず、中央のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側の刃
先までの高さを測る。

5. そのブレードを半回転させて後方に回し、床面か
らこの刃先までの高さを測る。

6. 後方での測定値から前方での測定値を引いた値
がブレードのピッチとなる。

7. ブレードのピッチが 8mm になるように、後のヨー
ク/チェーンを固定しているジャムナットで刈り込み
デッキ後部の高さを調整する図 99。

g004497

図図図 99

1. チェーン 3. ジャムナット

2. ヨーク 4. デッキ
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デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告
排排排出出出口口口がががデデデフフフレレレクククタタタなななどどどででで覆覆覆わわわれれれててていいいななないいいととと、、、デデデッッッ
キキキかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出しししててて人人人ににに当当当たたたるるる恐恐恐れれれがががああありりり、、、
こここのののよよようううなななここことととががが実実実際際際にににおおおこここるるるととと深深深刻刻刻ななな人人人身身身事事事故故故
ににになななりりりかかかねねねななないいい。。。まままたたた、、、ブブブレレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我
をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

• 芝芝芝ををを刈刈刈るるるととときききにににははは、、、必必必ずずずマママルルルチチチキキキッッットトトまままたたたはははデデデ
フフフレレレクククタタタををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

• デデデフフフレレレクククタタタががが降降降りりりたたた位位位置置置ににになななっっっててていいいるるるのののををを必必必ずずず
確確確認認認しししててておおおくくくこここととと。。。

1. 刈り込みデッキを作業場の床面に降下させ、ス
ロットルレバーを SLOW位置にセットし、エンジンを
停止し、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

2. デフレクタをピボットブラケットに固定しているロッ
クナット、ボルト、スプリング、スペーサを外す
(図 100)。
注注注 デフレクタを取り外す。

g004485

図図図 100

1. ボルト 5. スプリング

2. スペーサ 6. デフレクタ

3. ロックナット 7. スプリングの左側フックの
端部

4. スプリング 8. スプリングの右側フックの
端部

3. 新しいデフレクタのブラケットの間にスペーサとス
プリングを入れる図 100。
注注注 スプリングの左側の J 形フック部をデッキの
エッジの後ろに引っ掛けます。

注注注 必ず、スプリングの左側J-フックをデッキエッ
ジの後ろに引っ掛け、それからボルトを 図 100の
ように取り付けてください。

4. ボルトとナットを取り付ける。

注注注 スプリングの右側のJ-フックの端部をデフレク
タに引っ掛けてください図 100。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタがががスススプププリリリンンングググににによよよっっっててて下下下向向向ききき位位位
置置置ににになななるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上
向向向きききにににししし、、、自自自力力力ででで下下下まままででで完完完全全全ににに下下下がががるるるここことととををを確確確
認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
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洗洗洗浄浄浄

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り除いてく
ださい。

1. PTO を解除し、走行コントロールレバーをニュー
トラルロック位置にセットし、駐車ブレーキを掛
ける。

2. スロットルレバーを SLOW 位置にセットし、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してから運転席を降りる。

3. デッキを移動走行位置まで上昇させる。

4. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持する。

5. デッキの裏側を水で十分に清掃する。

廃廃廃材材材ののの処処処分分分
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷却液は
環境汚染物質です。これらの物質は、それぞれの地
区の法律などに従って適切に処分してください。

保保保管管管
車車車体体体本本本体体体
1. カッティングデッキやエンジンを含めた機体全体

をていねいに洗浄する。特に以下の部分を重点
的に洗浄する

• ラジエターとラジエタースクリーン

• デッキの裏側

• デッキのベルトカバーの裏側

• カウンタバランススプリング

• PTOシャフトアセンブリ

• グリス注入部やピボット部

• コントロールパネルを外してボックス内部

• 運転席シートプレートの下とトランスミッショ
ンの上面

2. トラクションユニットの前後のタイヤの空気圧を点
検・調整する タイヤ空気圧を点検する (ページ
54)を参照。

3. ブレードを外して研磨とバランス調整を行う。ブ
レードを取り付け、115-149 N·mにトルク締めす
る。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。特に、刈り込みデッキをトラク
ションユニットに固定しているボルト6本について
は、確実にトルク締めする359 N·m図 101。

g004905

図図図 101
図では右側が省略されている

1. ボルト

5. グリス注入部やピボット部全部とトランスミッショ
ンのバイパスバルブのピンをグリスアップする。
にじみ出たグリスはふき取る。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

7. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う
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A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンン
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグをはめ

る。

2. オイルフィルタを交換する。

3. エンジンに推奨モーターオイルを入れる。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

5. 燃料タンク、燃料ライン、ポンプ、セパレータか
ら燃料を抜き取る。 燃料タンクの内部をきれいな
燃料で洗浄し、ラインを元通りに接続する。

6. エアクリーナをきれいに清掃する。

7. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

8. オイルタンクと燃料タンクのふたが締まっているの
を確認する。

71
 



図図図面面面

g022098

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev. B)
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Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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